
特集　施政方針・当初予算
Ｐ８〜　市政１年を振り返る
Ｐ12〜　４月から市の組織が変わりました
Ｐ25　　今月の相談窓口

　３月３日、今春、思誠小学校を卒業した６年生児
童48人が風木谷と鳳

ほうおう

凰門を清掃しました。

　これは、卒業を控えた６年生がお世話になった地
域の人や校舎に対し、感謝の気持ちを表す伝統行事

として、毎年行われているものです。
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戎
市
長
は
�
３
月
市
議
会
定
例
会
で
�

令
和
４
年
度
の
市
政
推
進
に
向
け
た
所
信

を
表
明
し
�
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
協

力
を
求
め
ま
し
た
�

施
政
方
針（
抜
粋
）

　
市
長
就
任
後
初
め
て
の
施
政
方
針
に
お

き
ま
し
て
�
市
民
の
皆
様
が
日
々
生
き
が

い
と
住
ん
で
い
て
良
か
�
た
と
実
感
で
き

る
ま
ち
�
そ
し
て
�
将
来
の
世
代
が
夢
と

希
望
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
�
日
々

そ
の
思
い
を
強
く
す
る
１
年
間
で
あ
り
ま

し
た
�
こ
の
間
�
本
市
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
�

公
約
に
掲
げ
ま
し
た
出
生
祝
金
の
拡
充
�

高
校
通
学
費
の
助
成
�
新
規
学
卒
者
へ
の

定
住
支
援
金
の
支
給
な
ど
�
各
種
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
�

し
か
し
な
が
ら
�
市
が
行
う
様
々
な
取
組

が
�
市
民
の
皆
様
に
十
分
伝
わ
り
き
�
て

い
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
�
情

報
発
信
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
�
市
民
の
皆
様
と
手
を

取
り
合
�
て
�
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
�
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
�
施
策
の
充
実
は
も
と
よ

り
�
本
市
の
魅
力
や
取
組
が
し
�
か
り
皆

様
に
伝
わ
る
よ
う
�
市
民
を
は
じ
め
と
し

て
日
本
全
国
に
向
け
て
も
�
効
果
的
な
情

報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
�

　
各
種
施
策
を
進
め
る
う
え
で
は
�
世

界
的
な
潮
流
と
な
�
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
�
ー
ト
ラ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
�
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
な

ど
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
�
あ
ら
ゆ
る
施
策

が
好
循
環
を
生
み
出
せ
る
よ
う
�
引
き
続

き
�
発
想
力
�
決
断
力
�
実
行
力
�
そ
し

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
�
て
�
人
口
減
少
問

題
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
顕
在
化
し
た
行
政
需
要
や
課
題

の
解
決
に
向
け
て
�
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
�

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
、

　
　
将
来
の
世
代
が
夢
と
希
望
を

　
　
　
　

 
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て

産
業・経
済

～
産
業
の
活
力
を
高
め
、
持
続
可
能

な
地
域
経
済
を
つ
く
る
～

農
業
分
野
に
つ
い
て
�
既
存
の
支
援

策
に
加
え
�
本
年
度
か
ら
市
独
自

の
取
組
と
し
て
�
ハ
ウ
ス
や
果
樹
棚
な
ど

の
整
備
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
�
担
い
手

の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
�

　
ま
た
�
豊
永
営
農
団
地
を
拡
張
し
�
新

た
な
ブ
ド
ウ
農
地
を
確
保
し
ま
す
�

　
畜
産
業
に
つ
い
て
�
優
良
種
雄
牛
の
精

液
を
導
入
し
�
繁
殖
牛
の
能
力
の
底
上
げ

を
行
い
ま
す
�

　
林
業
分
野
に
つ
い
て
�
森
林
環
境
譲
与

税
を
有
効
に
活
用
し
�
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
て
行
う
な

ど
�
林
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
ま
す
�

新
●
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

 

４
１
８
万
円

新
●
新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業

 

１
�１
７
９
万
円

新
●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業

 

１
億
２
�０
０
０
万
円

新
●
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

 

３
�２
０
２
万
円

新
●
優
良
種
雄
牛
精
液
導
入
事
業

 

３
０
０
万
円

新
●
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
品
事
業

 

４
１
３
万
円

拡
●
豊
永
営
農
団
地
開
発
事
業

 

７
�０
０
０
万
円

拡
●
ウ
�
ド
ス
タ
ー
ト
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

５
２
２
万
円

　
●
木
材
生
産
向
上
支
援
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

４
�０
０
０
万
円

観
光
資
源
を
よ
り
魅
力
的
に
Ｐ
Ｒ
し
�

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
�

本
年
度
は
�
岡
山
デ
ス
テ
�
ネ
�
シ
�
ン

キ
�
ン
ペ
�
ン
の
開
催
に
あ
わ
せ
た
Ｐ

Ｒ
�
Ａ
級
食
材
を
テ
�
マ
と
し
た
観
光
プ

ラ
ン
や
ア
グ
リ
ツ
�
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン
の
開

発
�
ふ
る
さ
と
大
使
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作

成
�
民
間
専
門
人
材
の
登
用
な
ど
に
取
り

組
み
�
ウ
�
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
観
光
誘
客
を
戦
略
的
に
進
め

ま
す
�

新
●
岡
山
デ
ス
テ
�
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
�
ン

ペ
ー
ン
開
催
事
業

 

２
２
０
万
円

ウッドスタート事業
（新見ピオーネつみき）
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新
●
食
を
通
じ
た
新
見
の
魅
力
向
上
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

４
４
０
万
円

新
●
ふ
る
さ
と
大
使
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

事
業 

１
８
０
万
円

新
●
観
光
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
�
ー
活
用
事
業

 
１
�１
０
０
万
円

新
●
新
見
・
高
梁
・
真
庭
観
光
連
携
事
業

 
２
０
０
万
円

　
●
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
�
ア
開
催
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

４
０
０
万
円

　
●
周
遊
型
観
光
ツ
ア
ー
助
成
事
業

 

１
�０
２
０
万
円

　
●
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
助
成
事
業

 

１
�０
２
０
万
円

地
域
に
お
け
る
キ
�
�
シ
�
レ
ス
化

を
推
進
し
�
市
民
の
利
便
性
の
向

上
や
市
内
消
費
の
拡
大
を
目
的
に
�
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
を
行
い
ま
す
�

　
ま
た
�
地
域
密
着
型
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
�
市
独
自
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
�

新
●
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
事
業

 

３
億
１
８
０
万
円

　
●
創
業
・
事
業
承
継
支
援
事
業

 

５
５
３
万
円

　
●
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
事
業

 

３
８
１
万
円

　
●
就
職
支
援
事
業

 

（
通
常
分
）　
　
９
０
０
万
円

 

（
東
京
圏
分
）　
２
０
０
万
円

健
康・福
祉

～
健
や
か
に
暮
ら
せ
、
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
を
つ
く
る
～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
�
予
防
接
種
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
費
用
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
�

　
●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業 

１
億
８
�９
０
８
万
円

　
●
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業

 

８
０
０
万
円

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
育
児
ま
で
を
切

れ
目
な
く
支
援
す
る
取
組
を
行
い
�

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
�

　
本
年
度
は
�
保
育
所
な
ど
で
の
業
務
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
�
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
保
育
士

の
業
務
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
�

　
ま
た
�
令
和
５
年
４
月
の
開
園
を
目
指

し
�
哲
多
認
定
こ
ど
も
園
の
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
�

新
●
保
育
所
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

 

１
�３
６
１
万
円

　
●
子
育
て
支
援
金
支
給
事
業

 

１
�２
０
０
万
円

　
●
子
育
て
支
援
医
療
費
給
付
事
業

 

１
億
５
７
３
万
円

　
●
乳
児
・
妊
産
婦
個
別
健
康
診
査
無
料

化
事
業 

１
�７
３
６
万
円

　
●
哲
多
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

 

３
億
１
�０
８
９
万
円

地
域
医
療
体
制
の
整
備
と
し
て
�
医

療
従
事
者
の
養
成
や
医
療
に
関
す

る
研
究
を
行
い
ま
す
�

　
ま
た
�
診
療
所
な
ど
の
設
備
整
備
�
看

護
学
生
や
介
護
学
生
の
就
学
支
援
に
よ
る

人
材
確
保
に
努
め
ま
す
�

　
●
岡
山
大
学
寄
付
講
座
（
総
合
診
療
医

学
講
座
） 

２
�２
６
１
万
円

　
●
看
護
学
生
奨
学
支
援
金
給
付
事
業

 

２
�０
４
１
万
円

　
●
介
護
学
生
奨
学
支
援
金
給
付
事
業

 

３
０
９
万
円

地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実
�
生
活
支
援

コ
�
デ
�
ネ
�
タ
�
の
配
置
な
ど

に
よ
り
�
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る

体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す
�

　
本
年
度
か
ら
�移
動
販
売
事
業
の
新
規
・

継
続
を
促
す
こ
と
で
�
高
齢
者
な
ど
の
買

い
物
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
�
事
業
者

に
対
し
て
移
動
販
売
車
の
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
�
ま
た
�
哲
西
老
人
福

祉
施
設
の
空
調
設
備
な
ど
を
改
修
し
ま
す
�

新
●
移
動
販
売
車
購
入
支
援
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

５
０
０
万
円

　
●
哲
西
老
人
福
祉
施
設
改
修
事
業

 

２
億
５
�５
８
０
万
円

　
●
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見
支
援
事
業

 

９
７
０
万
円

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

～
誰
も
が
生
き
活
き
と
輝
く
個
性
を

育
む
ま
ち
を
つ
く
る
～

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
児
童
生

徒
が
可
能
な
限
り
と
も
に
学
ぶ
イ

ン
ク
ル
�
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
�
長
期
欠
席
・
不
登
校
へ
の
対
応
も
強

化
し
�
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
生
き
活
き

と
生
活
で
き
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
�

　
本
年
度
か
ら
�
論
語
教
育
や
ド
ロ
�
ン

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施
す

る
ほ
か
�
市
内
高
等
学
校
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
図
る
た
め
�
学
校
が
実
施
す
る

地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
し
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
�

　
ま
た
�
新
見
美
術
館
の
充
実
を
図
る
た

め
�
本
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
日
本
画
家
・

平
山
郁
夫
の
系
譜
に
連
な
る
画
家
の
日
本

画
３
点
を
購
入
し
ま
す
�

新
●
小
学
校
統
合
円
滑
化
事
業

 

８
３
９
万
円
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新
●
論
語
教
育
推
進
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

１
８
９
万
円

新
●
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
事
業

 

48
万
円

新
●
ふ
る
さ
と
絵
本
出
版
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

２
２
０
万
円

新
●
日
本
画
購
入
事
業

 

３
�０
８
０
万
円

新
●
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
事

業

 

１
４
７
万
円

　
●
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

 

２
億
９
�３
７
０
万
円

　
●
小
中
学
校
施
設
ト
イ
レ
改
修
事
業

 

２
億
２
�２
０
０
万
円

　
●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
事
業

 

６
�０
９
７
万
円

　
●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

 

２
�０
８
９
万
円

　
●
高
校
魅
力
化
推
進
事
業

 

７
８
０
万
円

　
●
子
ど
も
会
議
開
催
事
業

 

61
万
円

安
全・生
活
基
盤

～
安
全
で
、
市
民
生
活
を
支
え
ら
れ

る
ま
ち
を
つ
く
る
～

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
�

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

安
全
な
ま
ち
を
実
現
し
ま
す
�

　
本
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
�避

難
行
動
要
支
援
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

合
わ
せ
た
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
ま
す
�

　
ま
た
�
災
害
発
生
の
予
防
や
災
害
拡
大

の
防
止
を
目
的
に
�
道
路
や
護
岸
の
改
修

を
集
中
的
に
行
い
ま
す
�

新
●
個
別
避
難
計
画
作
成
促
進
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 
６
５
０
万
円

　
●
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
（
道

路
・
河
川
）

 

５
億
７
�０
０
０
万
円

　
●
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

 

２
�９
４
０
万
円

　
●
雨
水
対
策
河
川
改
良
事
業

 

６
�３
０
０
万
円

　
●
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
�
プ
作
成
事
業

 

４
３
１
万
円

消
防
・
救
急
に
つ
い
て
�
災
害
時
の

情
報
収
集
・
共
有
を
強
化
す
る
た

め
�
高
性
能
ド
ロ
�
ン
や
Ｉ
Ｐ
無
線
を
導

入
し
ま
す
�

　
ま
た
�
新
見
水
舟
地
区
に
新
た
な
消
防

庁
舎
を
整
備
す
る
た
め
�
本
年
度
は
用
地

購
入
�
基
本
・
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま

す
�
　

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
�
高
齢
運
転
者
の

ブ
レ
�
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に

よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
�
急
発

進
抑
制
装
置
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
�

新
●
ド
ロ
ー
ン
運
用
体
制
構
築
事
業

 

４
２
６
万
円

新
●
災
害
時
情
報
共
有
体
制
強
化
事
業

 

３
４
３
万
円

新
●
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
整
備
費
補

助
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

１
５
０
万
円

拡
●
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業

 

６
�７
７
３
万
円

　
●
消
防
庁
舎
整
備
事
業

 

２
億
６
�９
１
５
万
円

　
●
消
防
自
動
車
購
入
事
業

 

９
�８
０
０
万
円

　
●
防
災
訓
練
実
施
事
業

 

３
０
０
万
円

　
●
防
災
用
備
蓄
品
整
備
事
業

 

４
０
０
万
円

都
市
基
盤・交
通

～
人
と
環
境
に
配
慮
し
た
質
の
高
い

都
市
基
盤
を
つ
く
る
～

都
市
計
画
マ
ス
タ
�
プ
ラ
ン
や
立
地

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
�
金
谷
地

区
土
地
区
画
整
理
や
�
Ｊ
Ｒ
新
見
駅
周
辺

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
市
街
地
再
整

備
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
�

　
金
谷
地
区
は
�
地
質
調
査
・
区
画
整
理

設
計
な
ど
を
行
い
�
新
見
駅
周
辺
は
�
ま

ち
づ
く
り
組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
事
業
化

に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
�

　
ま
た
�
利
便
性
向
上
の
た
め
�
市
税
な

ど
の
公
共
料
金
に
つ
い
て
�
コ
ン
ビ
ニ
納

付
や
ス
マ
ホ
決
済
が
行
え
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
�

子ども会議
（中学生まちづくりプレゼンテーション）

避難所運営訓練
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新
●
コ
ン
ビ
ニ
収
納
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
�

ン
決
済
導
入
事
業

 

４
�７
４
６
万
円

拡
●
大
佐
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
利
用
促
進

事
業

 

２
０
０
万
円

　
●
新
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
事
業

 
１
�９
１
１
万
円

　
●
金
谷
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

 

８
�１
１
８
万
円

　
●
鉄
道
利
用
促
進
事
業

 

30
万
円

　
●
県
境
鉄
道
サ
ミ
�
ト
開
催
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

30
万
円

　
●
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
事
業

 

６
３
０
万
円

　
●
予
約
型
区
域
運
行
実
証
事
業

 

２
�２
１
５
万
円

環
境

～
自
然
を
守
り
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の

あ
る
環
境
を
つ
く
る
～

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

り
�
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
�
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
�

　
ま
た
�
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
た

め
�
住
ま
い
の
脱
炭
素
化
の
促
進
や
電
気

自
動
車
用
急
速
充
電
器
の
設
置
に
よ
り
�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
利
用
促
進
を
図

る
ほ
か
�
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
実
質

排
出
ゼ
ロ
に
向
け
て
�
バ
イ
オ
マ
ス
原
料

を
配
合
し
た
ご
み
袋
を
導
入
し
ま
す
�

新
●
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

 

７
３
０
万
円

新
●
住
ま
い
の
脱
炭
素
促
進
事
業

 
２
２
５
万
円

新
●
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目

標
策
定
事
業 
８
０
０
万
円

新
●
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
設
置
事

業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

１
�３
４
２
万
円

新
●
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
配
合
ご
み
袋
導
入

事
業 

２
�０
７
５
万
円

　
●
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

１
�６
４
０
万
円

　
●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

２
�８
３
０
万
円

　
●
市
町
村
森
林
経
営
管
理
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

１
�０
０
０
万
円

　
●
森
林
保
育
支
援
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

72
万
円

　
●
植
林
促
進
事
業

　
　︻
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
︼

 

１
�９
５
０
万
円

交
流・コ
ミ
ュニ
テ
ィ

～
多
様
な
人
が
集
い
、
交
流
し
、
活

躍
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
～

移
住
者
な
ど
の
受
け
入
れ
対
策
を
充

実
さ
せ
�
移
住
交
流
セ
ン
タ
�
と

連
携
し
�
移
住
前
の
情
報
提
供
か
ら
移
住

後
の
フ
�
ロ
�
ま
で
一
貫
し
て
支
援
す
る

体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
�

　
本
年
度
か
ら
�
空
き
家
を
活
用
す
る
場

合
の
経
費
の
一
部
助
成
に
つ
い
て
�
市
内

在
住
者
の
う
ち
40
歳
以
下
の
人
や
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人
も
助

成
対
象
に
拡
充
し
ま
す
�

拡
●
空
き
家
活
用
推
進
事
業

 

２
�５
０
０
万
円

　
●
移
住
定
住
支
援
事
業

 
１
�０
１
９
万
円

　
●
お
試
し
暮
ら
し
支
援
事
業

 

50
万
円

　
●
ふ
る
さ
と
定
住
支
援
金
支
給
事
業

 

５
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
�
ポ
�
タ
ル

サ
イ
ト
の
追
加
や
返
礼
品
の
拡
充
�
都
市

部
な
ど
に
お
け
る
本
市
の
魅
力
発
信
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
�

　
ま
た
�
地
域
運
営
組
織
へ
の
財
政
支
援

策
で
あ
る
小
規
模
多
機
能
自
治
一
括
交
付

金
事
業
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
�
地

域
運
営
組
織
の
活
動
拠
点
施
設
の
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
�

拡
●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

３
�５
９
０
万
円

　
●
関
係
人
口
創
出
事
業

　
　︻
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
活
用
︼

 

62
万
円

　
●
公
募
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

 

４
０
０
万
円

　
●
地
域
運
営
組
織
活
動
拠
点
施
設
整
備

事
業

 

１
億
９
�８
９
５
万
円

　
●
小
規
模
多
機
能
自
治
一
括
交
付
金
事

業

 

２
�７
６
８
万
円

　
●
地
域
運
営
組
織
自
立
促
進
事
業

 

２
０
０
万
円

特集　令和４年度施策方針・予算

大佐スマートインターチェンジ
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当初予算額　250億4，958万円

　令和４年度の一般会計当初予算は、新型コロナウイルス感染症の影響により顕在化した行政需要にスピー
ド感をもって的確に対応するため、ウィズコロナ・ポストコロナを見据えた課題への取組、人口減少問題
に対応するための移住・定住の推進を柱とし、「第３次新見市総合計画」の基本構想の実現を加速させる積
極的な予算編成を行っています。

　教育費は、西方小学校大規模改修事
業、小中学校施設トイレ改修事業の実
施などにより、前年度比29.3％増の23
億4,521万円としています。
　農林水産業費は、強い農業づくり交
付金事業、森林環境譲与税事業の実施
などにより、前年度比23.8％増の13億
9,852万円としています。
　労働費・商工費は、ICOCAを活用し
た地域活性化プロジェクト事業の実施
などにより、前年度比79.4％増の6億
4,333万円としています。
　災害復旧費は、前年度比75.8％減の
2億6,583万円としています。

歳出

民生費
23.3%

総務費
13.7%

土木費
13.7%

公債費
13.6%

教育費
9.4%

衛生費
7.6%

農林水産業費
5.6%

災害復旧費
 1. 1%

消防費 4.7％
諸支出金 3.8%
労働費・商工費 2.6％
議会費 0.6％
予備費 0.3％

歳入

市税
13.6%

繰入金
4.1%

分担金・負担金など
2.8%

使用料及び
手数料
0.8%

繰越金
0.8%

地方交付税
46.3%

自主財源
22.1%

依存財源
77.9%

市債
13.3%

県支出金
4.8%

地方消費税交付金 2.4%
地方譲与税 1.8%
配当割交付金など 0.6%

国庫支出金
8.7%

　自主財源である市税は、償却資産に
係る固定資産税の増加などにより、前
年度比2.6％増の34億266万円として
います。
　依存財源である地方交付税は、交付
税総額の増額により、前年度比1.8％
増の116億300万円としています。
　新型コロナウイルス感染症対策事業
補助金が増加したものの、災害復旧事
業費補助金の減少などにより、国庫支
出金は前年度比2.3％減の21億7,263万
円、県支出金は前年度比10.3％減の12
億1,546万円としています。
　市債は、災害復旧事業は減少したも
のの、消防庁舎や哲多認定こども園な
どの整備事業、哲西老人福祉施設改修
事業、西方小学校大規模改修事業、道
路や河川の緊急自然災害防止対策事業、
市道改良舗装事業の実施により、前年
度比53.9％増の33億2,590万円として
います。
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令和４年度一般会計

歳出額を市民1人当たりに換算すると　89万9,996円

民生費 総務費 土木費 公債費 教育費 衛生費
福祉や保育などの
ためのお金

企画、財産・情報
管理などのための
お金

道路や橋の建設な
どのためのお金

借金返済のための
お金

教育、文化、スポー
ツ振興などのため
のお金

健康増進や環境保
全などのためのお
金

21万116円 12万3,592円 12万2,904円 12万2,015円 8万4,260円 6万8,650円

農林水産業費 消防費 諸支出金 労働費・商工費 災害復旧費 議会費
農業、林業、畜産
業などの振興のた
めのお金

消防や地域防災な
どのためのお金

大学運営など他の
歳出科目に含まれ
ないお金

雇用対策、商工業
や観光の振興のた
めのお金

自然災害の復旧工
事のためのお金

市議会運営のため
のお金

5万247円 4万3,051円 3万4,247円 2万3,114円 9,551円 5,734円
※予備費　2,515円

市税などの収入 国からの収入 県からの収入 市債（借入金） その他の収入

繰入金・繰越金

15万4,075円 51万1,438円 7万465円 11万9,495円 4万4,523円

特別会計 89億1,964万円
診療所特別会計 1億2,319万円

国民健康保険特別会計 34億4,507万円

介護保険特別会計 46億7,527万円

後期高齢者医療特別会計 6億   480万円

観光事業特別会計 5,782万円

豊永財産区特別会計 1,275万円

萬歳財産区特別会計 74万円

企業会計 45億3,478万円
水道事業会計 18億8,287万円

下水道事業会計 26億5,191万円

歳入額を市民１人当たりに換算すると　89万9,996円

市税　12万2,253円
分担金・負担金など
　　　　　　2万4,766円
使用料・手数料　7,056円

※令和４年１月１日現在の人口：27,833人で算出

当初予算総額 385億400万円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
接
種
を
希
望
す
る
市
民
が
安
心
し
て
確

実
に
接
種
で
き
る
よ
う
�
個
別
接
種
と
集

団
接
種
を
実
施（
県
下
ト
�
プ
の
接
種
率
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
独
自
実
施

　
行
政
検
査
の
対
象
と
な
ら
な
か
�
た
人

に
対
し
て
�
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
た
ほ
か
�
希
望
す
る
市
民
が
医
療
機

関
で
検
査
を
受
け
た
際
の
費
用
を
助
成

公
共
交
通
事
業
者
な
ど
へ
の
緊
急
支
援

　
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で

い
る
貸
切
バ
ス
・
タ
ク
シ
�
事
業
者
に
対

し
�
独
自
支
援
を
実
施
（
経
営
を
継
続
す

る
意
思
が
あ
る
法
人
に
20
万
円
�
個
人
事

業
者
な
ど
に
10
万
円
）

プ
レ
ミ
ア
ム
に
ー
み
ん
食く

ー
ぽ
ん

　
市
内
飲
食
店
を
応
援
す
る
た
め
�
全
市

民
に
一
人
当
た
り
２
０
０
０
円
の
ク
�
ポ

ン
を
配
布
�
さ
ら
に
７
５
０
０
円
分
を

５
０
０
０
円
で
購
入
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム

ク
�
ポ
ン
を
販
売

米
づ
く
り
応
援
特
別
支
援
金

　
米
価
下
落
の
影
響
を
受
け
た
米
生
産
農

家
に
対
し
て
�
次
期
水
稲
作
付
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
助
成
（
令
和
３
年
度
営
農

計
画
書
の
作
付
面
積
10
ア
�
ル
当
た
り

８
０
０
０
円
）

中
小
企
業
者
等
一
時
支
援
金
の
給
付

　
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で

い
る
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
に
対
す
る

独
自
支
援
を
実
施
（
中
小
法
人
に
20
万
円
�

個
人
事
業
者
な
ど
に
10
万
円
な
ど
）

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
助
成

　
市
民
が
感
染
症
拡
大
地
域
以
外
を
訪
問
�

あ
る
い
は
市
外
か
ら
市
内
複
数
観
光
地
を

訪
問
す
る
観
光
バ
ス
ツ
ア
�
を
企
画
し
た

バ
ス
事
業
者
に
助
成

産
業・経
済

木
材
生
産
向
上
支
援
事
業

　
森
林
施
業
な
ど
の
効
率
化
お
よ
び
生
産

性
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
�
中
古
の
高

性
能
林
業
機
械
な
ど
の
購
入
を
支
援
（
補

助
率
３
分
の
１
で
５
０
０
万
円
を
上
限
）

太
池
邸
の
購
入
・
修
繕

　
太
池
邸
を
購
入
・
修
繕
し
�
御
殿
町
の

観
光
拠
点
と
し
て
整
備

温
泉
入
浴
助
成

　
新
見
千
屋
温
泉
と
神
郷
温
泉
の
温
泉
利

用
助
成
券
を
市
報
に
い
み
へ
掲
載

新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き
の
里

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
リ
ニ
�
�
ア
ル
工
事
の
た
め
休
館
し
て

い
た
新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き
の
里
が
８
月

10
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
�
プ
ン

健
康・福
祉

子
育
て
支
援
金

　
出
生
祝
金
を
一
律
10
万
円
に
増
額

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
に
い
み
～
る
」

　
新
見
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
�
﹁
に
い
み

�
る
﹂
が
完
成
し
�
４
月
か
ら
稼
働

市
内
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
助
成
金

　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
生
徒

の
通
学
定
期
券
購
入
費
を
助
成
（
乗
車
券

の
２
分
の
１
）※
市
外
在
住
者
も
対
象（
県

内
初
）

市
内
高
校
の
魅
力
化
推
進

　
学
校
が
実
施
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し

た
取
組
�
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た

取
組
�
生
徒
た
ち
の
創
作
活
動
な
ど
へ
の

支
援
�
さ
ら
に
部
活
動
に
関
す
る
施
設
整

備
へ
の
支
援
を
実
施

子
ど
も
会
議

　
12
月
24
日
�
新
見
市
子
ど
も
条
例
に
基

づ
く
子
ど
も
会
議
を
初
め
て
開
催
し
�
市

内
５
中
学
校
の
代
表
が
探
究
型
学
習
の
成

果
や
�
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

を
発
表

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
タ
ブ
レ
�
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
な

ど
を
行
う
た
め
�
す
で
に
整
備
し
た
市
内

小
学
校
の
５
・
６
年
生
教
室
に
加
え
�
３
・

４
年
生
教
室
に
電
子
黒
板
を
整
備

新
見
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念

華
道
家
・
假
屋
崎
省
吾
特
別
展
の
開
催

　
４
月
16
日
か
ら
６
月
27
日
の
会
期
で
�

﹃
華
道
家
・
假
屋
崎
省
吾
の
世
界
　
美
来

麗
明
﹄
を
開
催

市
政
１
年
を
振
り
返
る　
～
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
・
出
来
事
～
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
秘
書
広
報
課
☎
演
６
１
９
０

新見市学校給食センター「にいみ〜る」
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新
見
第
一
中
学
校
・
新
見
高
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
活
躍

　
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
全
国
大
会
で
新
見
第
一

中
学
校
が
優
勝
�
新
見
高
校
が
準
優
勝
の

快
挙
を
達
成
し
�
９
月
27
日
に
報
告
会
を

開
催安

全・生
活
基
盤

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
お
よ
び
令
和
元
年

９
月
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
�
河
川

お
よ
び
林
業
�
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
実

施災
害
の
発
生
予
防
、
拡
大
防
止

　
河
川
改
修
�
道
路
防
災
工
事
お
よ
び
河

川
の
浚
渫
を
実
施

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

　
県
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
高
梁

川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
な
ど
の
見
直
し

を
受
け
�
た
め
池
お
よ
び
内
水
ハ
ザ
�
ド

マ
�
プ
も
記
載
し
た
防
災
マ
�
プ
を
作
成

（
令
和
４
年
６
月
配
布
予
定
）

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
試
行
的
運
用

　
６
月
１
日
か
ら
�
ド
ク
タ
�
ヘ
リ
運
航

不
能
時
の
平
日
16
時
か
ら
22
時
の
間
�
重

症
外
傷
患
者
を
搬
送
中
の
救
急
車
と
�
倉

敷
中
央
病
院
か
ら
救
急
専
門
医
が
同
乗
し

た
ド
ク
タ
�
カ
�
が
合
流
し
治
療
を
行
う

試
行
的
運
用
を
開
始

都
市
基
盤・交
通

予
約
型
区
域
運
行
業
務
の
実
証

　
千
屋
・
坂
本
と
菅
生
の
一
部
で
�
無
料

の
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
�
を
運
行
し
高
齢

者
な
ど
の
移
動
に
関
す
る
ニ
�
ズ
調
査
�

ま
た
�
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
�
哲
西
全
域
で
市
営
バ
ス
の
増
便
や
�

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
�
の
運
行
を
実
施

新
見
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　
Ｊ
Ｒ
新
見
駅
周
辺
を
本
市
の
玄
関
口
と

し
て
�
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
創
出
お
よ
び

子
育
て
を
支
え
る
都
市
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
�
新
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
�
基
本
構
想
を
策
定

鉄
道
利
用
の
促
進

　
鉄
道
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
�
９

月
に
﹁
新
見
市
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
﹂

を
設
立
�
フ
�
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
�

駅
カ
�
ド
の
配
布
�
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
�

啓
発
活
動
な
ど
を
実
施

環
境

植
林
の
促
進

　
森
林
の
多
面
的
機
能
維
持
と
継
続
的
な

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
た
め
�
皆

伐
跡
地
の
植
林
に
対
す
る
支
援
を
実
施

（
植
栽
本
数
×
１
０
０
円
）

交
流・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ふ
る
さ
と
定
住
支
援
金

　
市
内
ま
た
は
通
勤
可
能
な
市
外
の
事
業

所
な
ど
へ
就
業
し
�
市
内
に
定
住
す
る
新

規
学
卒
者
な
ど
に
対
し
�
ふ
る
さ
と
定
住

支
援
金
10
万
円
を
支
給

民
間
人
材
活
用
事
業

　
観
光
振
興
や
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
業
務
な
ど

民
間
で
培
�
た
知
識
や
経
験
�
人
脈
な
ど

を
生
か
し
�
本
市
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出

す
る
た
め
�
１
月
か
ら
�
本
市
で
は
初
と

な
る
民
間
人
材
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
株
）
社

員
）
の
受
け
入
れ
を
実
施

地
域
運
営
組
織
の
設
立

　
令
和
３
年
度
は
新
た
に
５
地
域
（
土
橋

み
ら
い
の
会
�
福
本
地
域
振
興
会
�
菅
生

を
よ
く
す
る
会
�
草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
の

会
�
下
熊
谷
は
ぐ
く
む
会
）
で
設
立
（
合

計
11
組
織
）

山
田
方
谷
先
生　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化

実
現
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
を
目
指
し
�
の

ぼ
り
設
置
な
ど
市
内
で
の
機
運
の
醸
成
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
�
市
長
に
よ
る
岡
山
駅

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
東
京
で
の
要
望
活
動
を

実
施

岡山駅でのＰＲ活動

哲西乗合タクシー

協
定
の
締
結

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し
て
の

施
設
利
用
に
関
す
る
協
定

　
岡
山
県
共
生
高
等
学
校
（
７
月
１
日
）

包
括
連
携
協
定

　
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
２
月
10
日
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
協
定

　
株
式
会
社
ガ
�
ト
（
３
月
16
日
）

第
二
期　
Ｊ
Ｔ
の
森　
鯉
が
窪
に
い
み
協
定

　
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
３
月
23
日
）
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　生前の功績が讃
た た

えられ、故　宮
み や ざ き

﨑哲
て つ ひ こ

彦さん（菅生）、
故　山

や ま さ き

崎一
か ず た け

毅さん（上熊谷）に叙位（正六位）と叙
勲（瑞宝双光章）が授与されました
　宮﨑さんは、昭和31年４月に田治部小学校に教
諭として赴任し、教職の道を歩み始められました。
　刑部小学校、塩城小学校、思誠小学校で教諭とし
て勤務され、昭和61年に千屋小学校の教頭となら
れました。
　その後、平成２年に野馳小学校長に就任されまし
た。平成４年からは神代小学校長となられ、平成８
年３月に退職されました。
　山崎さんは、昭和36年４月に有漢中学校に国語
教諭として赴任し、教職の道を歩み始められました。
　哲西中学校、熊谷中学校、菅生中学校、井倉中学
校で教諭として勤務され、昭和63年に新郷中学校
の教頭となられました。
　その後、平成５年に上市小学校長に就任されまし
た。平成８年からは塩城小学校長となられ、平成
11年３月に退職されました。

【問い合わせ先】学校教育課　☎演6146

　１月13日、新砥小学校（赤
あ か ぎ

木倫
み ち こ

子校長）が教職
員組織表彰、思誠小学校栄養教諭の池

い け だ

田久
く み こ

美子さん
が教職員表彰を受賞されました

　新砥小学校は「ふるさと学習」
の推進や、学校支援ボランティ
アを活用した基礎学習定着指導
の実施など学習指導への実践が
評価されました。

　池田さんは、市内の児童生徒
の体格差や残食量などについて
状況把握し、データ分析を行う
ことで、より適切な栄養管理と
給食提供ができるよう研究を進
めていることなど、給食指導へ
の取組が評価されました。

【問い合わせ先】学校教育課　☎演6146

文部科学大臣表彰
おめでとうございます

叙位・叙勲
おめでとうございます傷

病
手
当
金
の

適
用
期
間
を
延
長

　
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
傷
病
手
当
金
の
適
用
期

間
を
６
月
30
日
㈭
ま
で
延
長
し
ま
す
�
対

象
者
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
�

※
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
す
�
ま
た
�
申
請
に
は
医
療
機
関
や

事
業
主
の
証
明
が
必
要
で
す
�

※
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
�
必
ず
事
前
に
お
問

た
労
働
者
に
対
し
�
法
律
上
の
年
次
有
給

休
暇
と
は
別
に
有
給
（
賃
金
全
額
支
給
）

の
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
支
給
し

ま
す
�

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

と
し
て
臨
時
休
業
し
た
小
学
校
な
ど
に

通
う
子
ど
も

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
子

ど
も
な
ど
小
学
校
な
ど
を
休
む
必
要
が

あ
る
子
ど
も

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
コ
�
ル
セ
ン
タ
�

　
☎
０
１
２
０
榎
３
９
９
９

　
９
時
�
21
時
（
土
・
日
曜
日
�
祝
日
含

　
む
）

の
給
与
収
入
の
合
計
額
を
就
労
日
数
で

割
�
た
金
額
）
×
３
分
の
２
×
支
給
期
間

※
給
与
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
�
支
給
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
　
☎
演
６
１
２
３

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
・

支
援
金
（
事
業
主
へ
の
支
援
）

　
次
の
①
ま
た
は
②
の
子
ど
も
の
世
話
を

保
護
者
と
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
�

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
ま
た
は
�

感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
�
そ
の
療
養
の

た
め
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
�
た
人

（
支
給
は
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
人
に
限
る
）

支
給
期
間
　
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
�
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
日
を
経
過
し

た
日
か
ら
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期

間支
給
額
　（
直
近
の
継
続
し
た
３
カ
月
間

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付

金
（
個
人
へ
の
支
援
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
休
業
さ
せ
ら
れ
た
中
小
企
業
の
労

働
者
の
う
ち
�
休
業
手
当
の
支
払
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
�
た
労
働
者
に
支

給
し
ま
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
コ
�
ル
セ
ン
タ
�

　
☎
０
１
２
０

�

２
２
１

�

２
７
５

　
８
時
30
分
�
20
時
（
月
�
金
曜
日
）　

　
８
時
30
分
�
17
時
15
分

　（
土
・
日
曜
日
�
祝
日
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
�
医
療
機
関
に
お

い
て
�
自
費
（
医
療
保
険
対
象
外
）
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
人
に
対
し
�
そ
の
検

査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
�

対
象
　
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
ま
で

に
医
療
機
関
で
�
全
額
自
費
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
た
人

助
成
額
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
（
自
己
負
担

額
）
の
３
分
の
２
以
内
の
額
（
上
限
２
万

円
）

助
成
の
条
件

〇
検
査
を
受
け
る
日
に
市
内
に
住
所
が
あ

る
こ
と

〇
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た
日
か
ら
30
日
以
内

早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対

策
と
し
て
�
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
�

　
３
回
目
の
接
種
で
は
�
低
下
し
た
発
症

予
防
効
果
や
入
院
予
防
効
果
な
ど
を
高
め

る
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
�

　
ご
自
身
と
周
り
の
大
切
な
人
の
命
と
身

体
を
守
る
た
め
�
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
転
入
さ
れ
た
人
で
�
接
種
を
希

望
す
る
人
は
�
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
�
ル
セ

ン
タ
�

　
☎
０
１
２
０ｰ

８
６
０ｰ

３
７
０

・
健
康
医
療
課
　
☎
演
６
１
２
９

に
申
請
さ
れ
た
も
の

〇
助
成
回
数
は
�
１
人
４
回
ま
で

※
医
療
保
険
対
象
の
検
査
�
医
療
機
関
以

外
で
の
検
査
や
簡
易
方
式
に
よ
る
検
査

は
助
成
の
対
象
外

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
�
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
領
収

書
を
添
付
し
�
健
康
医
療
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
�
申
請
書
は
健
康
医
療
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
�
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
�

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

自
費
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
る

市
内
の
医
療
機
関
（
電
話
で
の
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

〇
上
江
洲
医
院
（
石
蟹
）

　
☎
燕
１
８
３
５

〇
大
佐
診
療
所
（
大
佐
小
阪
部
）

　
☎
殴
２
５
０
０

〇
太
田
病
院
（
西
方
）

　
☎
演
０
２
１
４

〇
菅
生
診
療
所
（
菅
生
）

　
☎
甥
８
３
０
４

〇
吉
田
医
院
（
高
尾
）

　
☎
演
７
８
３
８

〇
渡
辺
病
院
（
高
尾
）

　
☎
演
２
１
２
３

※
公
表
可
能
な
医
療
機
関
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
�

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
医
療
課
　
☎
演
６
１
２
９

オミクロン株に対する発症予防効果

２回目接種後 ３回目接種後
２～４週間経過 20週間経過 ２～４週間経過 15週間経過

60～75％ 10％程度 60〜75％ 25～40％程度

オミクロン株に対する入院予防効果

２回目接種後
年齢別

３回目接種後
25週間目以降 ２～４週間経過 ５～９週間経過 10週目以降

44% 全年齢 92% 88% 83%

65歳以上 94% 89%
出典：英国健康安全保障庁（UKHSA）の報告（ファイザー社および武田/モデルナ社製ワクチン）

大幅に
回復
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刻
々
と
移
り
変
わ
る
社
会
情
勢
や
市
民

ニ
�
ズ
を
的
確
に
捉
え
�
そ
の
変
化
・
課

題
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
�
組
織
の
一

部
を
再
編
し
ま
し
た
�

移
住
・
定
住
対
策
の
推
進

　
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱
で
あ
る
移

住
・
定
住
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
�

ふ
る
さ
と
納
税
に
一
層
力
を
入
れ
る
た
め
�

﹁
総
合
政
策
課
定
住
促
進
室
﹂
を
﹁
移
住
・

定
住
推
進
課
﹂
に
改
め
�﹁
定
住
対
策
係
﹂

と﹁
ふ
る
さ
と
納
税
係
﹂を
設
置
し
ま
し
た
�

行
政
改
革
の
推
進

　
多
様
化
す
る
行
政
サ
�
ビ
ス
に
対
応
し
�

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
む
た
め
�

﹁
行
政
改
革
推
進
課
﹂
を
新
設
し
ま
し
た
�

環
境
施
策
の
強
化

　
２
０
５
０
年
カ
�
ボ
ン
ニ
�
�
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
た
取
組
な
ど
�
本
市
の
環

境
施
策
を
強
化
す
る
た
め
�﹁
生
活
環
境

課
﹂
を
﹁
環
境
課
﹂
と
﹁
交
通
対
策
課
﹂

に
分
割
し
�﹁
環
境
課
﹂
に
﹁
環
境
政
策
係
﹂

と
﹁
衛
生
係
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
�

公
共
交
通
施
策
の
強
化

　
地
域
の
ニ
�
ズ
に
合
�
た
交
通
体
系
の

整
備
な
ど
の
諸
課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
�﹁
交
通
対
策
課
﹂
を
新
設
し
�﹁
交

通
企
画
係
﹂
と
﹁
生
活
安
全
交
通
係
﹂
を

設
置
し
ま
し
た
�

農
林
畜
産
業
の
振
興

　
き
め
細
や
か
な
対
応
に
よ
り
�
本
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産
業
の
さ
ら
な

る
振
興
を
図
る
た
め
�﹁
農
林
課
﹂
を
﹁
農

業
畜
産
振
興
課
﹂
と
﹁
林
業
振
興
課
﹂
に

分
割
し
�﹁
農
業
畜
産
振
興
課
﹂
に
﹁
農

業
畜
産
係
﹂﹁
耕
地
係
﹂﹁
鳥
獣
対
策
係
﹂

を
設
置
し
�﹁
林
業
振
興
課
﹂
に
﹁
林
業

振
興
係
﹂
と
﹁
治
山
係
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
�

そ
の
他

○
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
�﹁
監
理

検
査
課
﹂
を
﹁
契
約
検
査
課
﹂
に
改
め

ま
し
た
�

○
健
康
づ
く
り
と
医
療
が
密
接
な
関
係
に

あ
る
た
め
�﹁
健
康
づ
く
り
課
﹂
を
﹁
健

康
医
療
課
﹂
に
改
め
�﹁
市
民
課
﹂
か

ら
﹁
地
域
医
療
係
﹂
を
移
管
し
ま
し
た
�

ま
た
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
う
部
署
と
し
て
�﹁
コ
ロ
ナ

対
策
係
﹂
を
新
設
し
ま
し
た
�

○
担
当
業
務
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
�

﹁
こ
ど
も
課
﹂
を
﹁
子
育
て
支
援
課
﹂

に
改
め
ま
し
た
�

○
観
光
事
業
強
化
の
た
め
�﹁
商
工
観
光

課
﹂
に
﹁
観
光
施
設
係
﹂
を
新
設
し
ま

し
た
�

○
市
街
地
再
整
備
に
向
け
た
取
組
を
加
速

さ
せ
る
た
め
�﹁
都
市
整
備
課
﹂
の
﹁
都

計
・
住
宅
係
﹂
を
﹁
住
宅
係
﹂
と
﹁
街

路
・
区
画
整
理
係
﹂
に
分
割
し
ま
し
た
�

○
新
た
な
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
�

﹁
生
涯
学
習
課
﹂
の
﹁
文
化
振
興
係
﹂

と﹁
ス
ポ
�
ツ
振
興
係
﹂を
統
合
し
�﹁
文

化
ス
ポ
�
ツ
係
﹂
を
新
設
し
ま
し
た
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
行
政
改
革
推
進
課
　
☎
演
７
７
６
０

　
３
月
８
日
�
神
郷
公
民
館
三
室
分
館

で
三
室
観
光
組
合
（
松ま

つ
う
ら浦
清き

よ
か
ず一
組
合
長
）�

三
室
分
館
（
大お

お
は
ら原

亀か
め
よ
し義

分
館
長
）
と
の
市

政
懇
談
会
﹁
お
で
か
け
市
長
室
﹂
を
開
催

し
ま
し
た
�

　
三
室
川
ダ
ム
湖
を
活
用
し
た
三
室
峡
周

辺
の
魅
力
ア
�
プ
の
た
め
�
三
室
総
合
案

内
所
の
修
繕
や
三
室
案
内
看
板
の
改
修
�

地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
な
ど
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
�

お
で
か
け
市
長
室
は
�
市
長
が
各
団

体
に
出
向
き
�
希
望
す
る
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
を
行
う
も
の
で
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
秘
書
広
報
課
　
☎
演
６
１
９
０
　

お
で
か
け
市
長
室
を
開
催
し
ま
し
た

４
月
か
ら
市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た
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新
見
市
ふ
る
さ
と
定
住
支
援
金

　
市
内
ま
た
は
通
勤
可
能
な
市
外
の
事
業

所
な
ど
へ
就
業
し
�
市
内
に
定
住
す
る
新

規
学
卒
者
な
ど
に
対
し
�
ふ
る
さ
と
定
住

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
�

対
象
者
　
新
見
市
に
住
所
を
有
し
�
卒
業

の
日
か
ら
６
カ
月
以
内
に
事
業
所
（
自
営

業
を
含
む
）
な
ど
に
就
業
し
た
新
規
学
卒

者
な
ど
で
�
５
年
以
上
定
住
す
る
意
思
を

示
し
た
人

※
新
見
市
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
�
ン
就
職
奨
励
金
・

新
見
市
就
農
奨
励
金
の
支
給
対
象
者
を

除
く

支
給
額
　
一
人
当
た
り
10
万
円
（
地
域
共

通
商
品
券
５
万
円
分
お
よ
び
現
金
５
万
円

で
支
給
）

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

の
上
�
移
住
・
定
住
推
進
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
�

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
�

添
付
書
類

○
卒
業
証
明
書
�
卒
業
証
書
の
写
し
な
ど

卒
業
の
日
が
確
認
で
き
る
も
の

○
雇
用
証
明
書
ま
た
は
雇
用
契
約
書
な
ど

雇
用
開
始
日
お
よ
び
雇
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

○
誓
約
書

申
請
期
限
　
雇
用
開
始
日
か
ら
３
カ
月
以

内
　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
移
住
・
定
住
推
進
課
　
☎
演
６
１
１
４

総務部

総務課 

総務係 ☎演6204
危機管理室 ☎演6205
人事係 ☎演6204
管財係 ☎演6128

秘書広報課 
秘書係 ☎演6113
広報係 ☎演6190

総合政策課 
（新見支局）

企画政策係 ☎演6143
協働推進係 ☎演6143
大学連携推進室 ☎演6143

移住・定住推進課
定住対策係 ☎演6114
ふるさと納税係 ☎演6114

財政課 財政係 ☎演6160

税務課 
収税係 ☎演6116
市民税係 ☎演6117
資産税係 ☎演6117

情報政策課 
情報管理係 ☎演3154
デジタル推進係 ☎演3154

契約検査課 ☎演6112
行政改革推進課 ☎演7760
福祉部

市民課 
市民係 ☎演6121
国保年金係 ☎演6123

環境課 
環境政策係 ☎演6124
衛生係 ☎演6124

交通対策課
交通企画係 ☎演6122
生活安全交通係 ☎演6122

福祉課 

社会福祉係 ☎演6126
障害者福祉係 ☎演6126
施設指導係 ☎演6125
生活支援係 ☎演6126

介護保険課 
保険管理係 ☎演3148
認定調査係 ☎演6206
地域包括支援センター ☎演6209

健康医療課 

親子保健係 ☎演6129
健康づくり係 ☎演6129
地域医療係 ☎演6130
コロナ対策係 ☎演6129

子育て支援課 
子育て支援係 ☎演6115
こども福祉係 ☎演6115

廃棄物処理センター ☎演2971
処理センター ☎横3788
産業部

農業畜産振興課
農業畜産係 ☎演6133
耕地係 ☎演6135
鳥獣対策係 ☎演6133

林業振興課
林業振興係 ☎演6134
治山係 ☎演6134

商工観光課 
商工労政係 ☎演6137
観光振興係 ☎演6136
観光施設係 ☎演6136

建設部

建設課 

維持管理係 ☎演6131
国土調査係 ☎演6131
工務一係 ☎演6132
工務二係 ☎演6132

都市整備課 
住宅係 ☎演6118
街路・区画整理係 ☎演6118
建築係 ☎演6118

上水道課 
管理係 ☎演8971
工務係 ☎演8972

下水道課 
管理係 ☎演6138
工務係 ☎沿0108

大佐支局

地域振興課 
市民福祉係 ☎殴2111
産業建設係 ☎殴2112

神郷支局

地域振興課 
市民福祉係 ☎往6111
産業建設係 ☎往6112

哲多支局

地域振興課 
市民福祉係 ☎横2111
産業建設係 ☎横2112

哲西支局

地域振興課 
市民福祉係 ☎押2111
産業建設係 ☎押2112

出納室 ☎演6141
教育委員会教育部

教育総務課 
庶務係 ☎演6145
施設係 ☎演6145

学校教育課 

学事係 ☎演6146
指導係 ☎演6146
学校教育係 ☎演6146
ICT教育推進係 ☎演6146

生涯学習課 
生涯学習係 ☎演6147
文化スポーツ係  ☎演6148

学校給食センター ☎演1349
消防本部

総務課 
庶務係 ☎演2813
消防団係 ☎演2813

警防課 警防係 ☎演8119

予防課 
予防指導係 ☎演2119
危険物係 ☎演2119

消防署 ☎演2810
議会事務局 ☎演6151
選挙管理委員会事務局 ☎演6152
監査委員事務局 ☎演6153
農業委員会事務局 ☎演6106

市 　 長
副 市 長

総 務 部

福 祉 部

産 業 部

建 設 部

教 育 部
教 育 長

移 住・定 住 推 進 課

契 約 検 査 課
行 政 改 革 推 進 課

環 　 境 　 課

交 通 対 策 課

健 康 医 療 課

子育て支援課

農 業 畜 産 振 興 課

林 業 振 興 課

商 工 観 光 課

都 市 整 備 課

生 涯 学 習 課

文 化 ス ポ ー ツ 係
生 涯 学 習 係

建 　 築 　 係
街 路・区 画 整 理 係
住 　 宅 　 係

観 光 施 設 係
観 光 振 興 係
商 工 労 政 係

治 　 山 　 係
林 業 振 興 係

鳥 獣 対 策 係
耕 　 地 　 係
農 業 畜 産 係

こ ど も 福 祉 係
子 育 て 支 援 係

コ ロ ナ 対 策 係
地 域 医 療 係
健 康 づ く り 係
親 子 保 健 係

生 活 安 全 交 通 係
交 通 企 画 係

衛 　 生 　 係
環 境 政 策 係

ふ る さ と 納 税 係
定 住 対 策 係

・廃棄物処理センター、
　処理センター

※組織図抜粋

・保育所、幼稚園、認定こども園、
　こども給食センター

・中央図書館
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４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
�
て
�

令
和
４
年
４
月
１
日
に
18
歳
�
19
歳
の
人

は
令
和
４
年
４
月
１
日
に
新
成
人
と
な
り

ま
し
た
�
生
年
月
日
に
よ
�
て
新
成
人
に

な
る
日
は
�
左
表
の
と
お
り
で
す
�

契
約
な
ど
す
る
際
は
慎
重
に
！

　
成
年
に
達
す
る
と
�
親
の
同
意
を
得
な

く
て
も
�
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
�（
下
表
）

　
契
約
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ル
�
ル
が
あ
り
�

安
易
に
契
約
を
交
わ
す
と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
�
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
�
契
約
に
関

す
る
ル
�
ル
を
知
�
た
上
で
�
そ
の
契
約

の
必
要
性
を
よ
く
検
討
す
る
力
を
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
対
策
課
　
☎
演
６
１
２
２

生年月日 新成人となる日
成年となる

年齢

平成14年４月１日以前の生まれ 20歳の誕生日 20歳

平成14年４月２日から
　平成15年４月１日生まれ

令和４年４月１日 19歳

平成15年４月２日から
　平成16年４月１日生まれ

令和４年４月１日 18歳

平成16年４月２日以降の生まれ 18歳の誕生日 18歳

18歳（成年）になったらできること 20歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

◆親の同意がなくても契約できる
　○携帯電話の契約　○クレジットカードをつくる　
　○ローンを組む　　○一人暮らしの部屋を借りる　など
◆10年有効のパスポートを取得する
◆公認会計士や司法書士、医師免許、 薬剤師免許などの国家資格を取る
◆女性の結婚可能年齢が16歳から18歳に引き上げられ、男女ともに18歳に
◆性同一性障害の人が性別の取り扱いの変更審判を受けられる
※普通自動車免許の取得は従来と同様「18歳以上」で取得可能

◆飲酒をする
◆喫煙をする
◆競馬、競輪、オートレース、競艇の

投票券（馬券など）の購入
◆養子を迎える
◆大型・中型自動車運転免許の取得

車
の
急
発
進
防
止
に

補
助

　
令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
�
自
動
車
急

発
進
防
止
装
置
整
備
費
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
�

対
象
費
用
　
県
内
の
事
業
所
で
�
後
付
け

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
防
止
装
置
の

購
入
お
よ
び
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部

対
象
者

○
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
人

○
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者

ま
た
は
使
用
者

○
自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人

補
助
額
　
本
体
代
金
と
設
置
費
を
含
め
た

金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）
と
し
�
10
万
円
を
上
限

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
�
交
通
対
策
課
ま
た
は
各
支
局
・

市
民
セ
ン
タ
�
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
�

申
請
書
は
�
交
通
対
策
課
に
備
え
付
け
て

い
る
ほ
か
�
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
�

※
必
ず
設
置
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
�

必
要
書
類

○
見
積
書
の
写
し

○
誓
約
書

○
自
動
車
検
証
の
写
し

○
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

○
納
税
等
状
況
調
査
同
意
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
対
策
課
　
☎
演
６
１
２
２

４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
！

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
場
合
な
ど
困
�
た
と
き
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
�

相
談
先

○
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
�

　
☎
０
８
６︲

２
２
６︲

０
９
９
９

日
時
　
火
�
日
曜
日

　
　
　
９
時
�
16
時
30
分

○
新
見
市
消
費
生
活
相
談

日
時
　
毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
10
時
30
分
�
15
時（
予
約
不
要
）

場
所
　
市
役
所
ふ
れ
あ
い
会
館
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手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ

き
�
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
共
生

す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
的
に
新
見
市
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
�

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
�

　
条
例
に
よ
り
�
手
話
に
対
す
る
理
解
お

よ
び
普
及
�
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境

の
構
築
な
ど
�
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
�

　
ま
た
﹁
新
見
市
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
手
段
の
利
用
促

進
に
関
す
る
条
例
﹂
も
同
時
に
制
定
し
ま

し
た
�
手
話
だ
け
で
な
く
�
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
手
段
（
要
約
筆
記
�

筆
談
�
点
字
�
触
手
話
な
ど
）
の
理
解
お

よ
び
利
用
の
促
進
も
大
切
で
す
�２
つ
の

条
例
を
同
時

に
制
定
す
る

こ
と
で
�
す

べ
て
の
市
民

が
共
生
す
る

こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会

の
実
現
を
目

指
し
ま
す
� 新

見
市
手
話
言
語
条
例
を
制
定

手
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

関
係
の
主
な
取
組

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　
聴
覚
障
が
い
者
�
音
声
機
能
障
が
い

者
な
ど
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
�

手
話
通
訳
者
�
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し

ま
す
�

手
話
通
訳
者
養
成
事
業
助
成

　
県
が
主
催
す
る
研
修
を
受
講
し
た
場

合
に
�
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催

　
日
常
会
話
程
度
の
手
話
技
術
を
習
得

し
た
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
�（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

声
の
広
報
発
行

　
文
字
に
よ
る
情
報
入
手
が
困
難
な
人

へ
�
音
訳
し
た
広
報
紙
（
Ｃ
Ｄ
）
を
提

供
し
ま
す
�（
声
の
市
報
に
い
み
の
会
）

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
や
発
語
困
難
な

人
な
ど
電
話
の
使
用
が
困
難
な
人
に
対

し
�
通
訳
オ
ペ
レ
�
タ
を
介
し
て
�
電

話
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
サ
�

ビ
ス
で
す
�（
日
本
財
団
電
話
リ
レ
�

サ
�
ビ
ス
）

令和４年度　市税納期一覧
納期限 税目 期別

５月２日（月） ○固定資産税・都市計画税 １期

５月31日（火） ○軽自動車税 全期

６月30日（木） ○市県民税 １期

８月１日（月） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

２期
１期

８月31日（水） ○市県民税
○国民健康保険税

２期
２期

９月30日（金） ○国民健康保険税 ３期

10月31日（月） ○市県民税
○国民健康保険税

３期
４期

11月30日（水） ○国民健康保険税 ５期

12月26日（月） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

３期
６期

１月31日（火） ○市県民税
○国民健康保険税

４期
７期

２月28日（火） ○固定資産税・都市計画税
○国民健康保険税

４期
８期

　住宅への二酸化炭素排出抑制につながる設備の導
入に対し、対象機器の設置に要する費用の一部を支
援します。
補助額
①太陽光発電システム（自家消費用）１kW当たり

２万５千円（上限10万円）
②蓄電池／V2H（定置型）本体と設置費の10分の１

以内（上限15万円）　
③電気自動車用普通充電器（200V充電が可能なも

の）と設置費の５分の１以内（上限５万円）
④①、②の同時設置の場合①の金額と同額を上乗せ
対象
○市内の居住する住宅に対象機器を設置する人
○対象機器は、市内業者が設置する未使用のもの
申請方法　申請書に必要事項をご記入の上、領収書、
内訳書、機器と住宅の写真、仕様書、保証書の写し
などを添付し、環境課へ提出してください。
※太陽熱温水器設置補助金は、令和３年度で終了し

ました。
【申請・問い合わせ先】環境課　☎演6124

住まいの脱炭素促進事業補助金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
課
　
☎
演
６
１
２
６
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下熊谷配水区を
馬塚浄水場配水区へ統合

　水道水の安定供給と業務の効率化を目的に平成
30年度から進めてきた馬塚浄水場配水区接続工事
が完了し、本年４月から給水を開始しました。
　下熊谷法木地内に整備した下熊谷加圧ポンプ場は、
馬塚浄水場で高度浄水処理した水を下熊谷配水区へ
中継するための施設となります。

【問い合わせ先】上水道課　☎演8971

消防団員募集
　消防団では地域の安全を守る消防団
員を募集しています。

消防団とは　市町村の非常備の消防機関で、その構
成員である消防団員は、ほかに本業を持ちながら非
常勤特別職の地方公務員として「自らの地域は自ら
守る」という郷土愛護の精神に基づき、消防防災活
動を行っています。
活動内容　火災の消火活動のほか、大規模災害時に
は、住民の避難誘導、救助活動などを行います。ま
た日ごろから訓練や機器の点検を行い、災害に備え
るほか、火災予防の普及啓発などを行っています。
消防団員の処遇　令和４年度から報酬額が改正され、
年額で36,500円が支給されます。また、災害や訓練
に出動した際に支給される報酬や費用弁償、公務災
害補償、退職報償金などがあります。
　詳しくは、消防本部総務課へお問い合わせくださ
い。

【問い合わせ先】消防本部総務課　☎演2813

　
市
内
に
定
住
す
る
た
め
に
空
き
家
を
購

入
・
改
修
・
家
財
整
理
す
る
場
合
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
�

　
こ
れ
ま
で
�
市
外
か
ら
の
転
入
者
の
み

を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
�
新
た
に
市

内
在
住
の
若
年
・
子
育
て
世
帯
の
人
も
交

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
�

対
象
者

○
転
入
日
か
ら
起
算
し
て
前
２
年
以
上
の

間
�
市
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た
人
の

う
ち
�
本
市
に
定
住
す
る
意
思
を
持
�

て
転
入
し
よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
転
入

日
か
ら
３
年
を
経
過
し
な
い
人

【
拡
充
︼

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
う
ち
、
申

請
日
に
40
歳
以
下
の
人
ま
た
は
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
し
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
補
助
の
対
象
と
な
る

空
き
家
の
売
買
契
約
日
ま
た
は
最
初
の

賃
貸
借
契
約
日
が
令
和
４
年
４
月
１
日

以
降
の
も
の
が
対
象
）

※
入
居
者
が
決
定
し
て
い
る
場
合
は
�
改

修
・
家
財
整
理
は
�
空
き
家
所
有
者
も

交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
移
住
・
定
住
推
進
課
　
☎
演
６
１
１
４

空
き
家
活
用
推
進
事
業

市
民
も
対
象
に
！

補助対象 補助率

購入
定住するために市内の空き家を購入するもの（購入した不
動産の登記を補助金の交付決定後に実施するもの）

10分の３以内
（200万円を上限）

改修
空き家の居住部分に係る改修工事のうち、市内の建築業
者などが実施するもの（補助対象事業費が30万円以上で、
補助金の交付決定後に工事に着手するもの）

５分の２以内
（300万円を上限）

家財
整理

入居が決定した空き家の家屋内にある家財道具の搬出処
分を市内専門業者に委託するもの（補助対象事業費が10
万円以上で、補助金の交付決定後に実施するもの）

２分の１以内
（20万円を上限）

※いずれも申請した年度内に実績報告書の提出が必要
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届出が必要な行為

開発行為 建築等行為
誘導施設
の休止ま
たは廃止

まちなか
居住区域外

①３戸以上の住宅の
建築目的の開発行
為

②１戸または２戸の
住宅の建築目的の
開発行為で、その
規 模 が1,000㎡ 以
上のもの

①３戸以上の住宅の
新築

②建築物を改築し、
または建築物の用
途を変更して３戸
以上の住宅とする
場合

届出不要

都市機能
誘導区域外

誘導施設を有する建
築物の建築目的の開
発行為

○誘導施設を有する
建築物の新築

○建築物を改築し、
誘導施設を有する
建築物とする場合

○建築物の用途を変
更し、誘導施設を
有する建築物とす
る場合

届出不要

都市機能
誘導区域内 届出不要 届出不要

誘導施設
の休止ま
たは廃止

※都市計画区域外における行為は届出対象外です。

　
将
来
の
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
で
も
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
�

暮
ら
し
に
必
要
な
各
種
施
設
や
都
市
機
能

に
関
す
る
誘
導
方
針
�
暮
ら
し
や
す
い
市

街
地
の
維
持
を
図
る
区
域
な
ど
を
定
め
る

﹁
新
見
市
立
地
適
正
化
計
画
﹂
を
令
和
４

年
３
月
31
日
に
策
定
し
公
表
し
ま
し
た
�

　
公
表
日
以
降
�
都
市
計
画
区
域
内
で
一

定
の
開
発
行
為
や
建
築
な
ど
の
行
為
を
行

お
う
と
す
る
と
き
は
�
着
手
す
る
30
日
前

ま
で
に
市
へ
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
�

　
詳
し
く
は
�
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
�
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
整
備
課
　
☎
演
６
１
１
８

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
�
交
通
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
�
申
請
書
な
ど
は
�
交
通
対
策
課
へ

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
�
市
ホ
�
ム
ペ
�

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
�

必
要
書
類

○
申
請
書
（
申
請
者
は
�
対
象
者
ま
た
は

対
象
者
と
同
一
世
帯
の
人
）

○
領
収
書
の
写
し
（
宛
名
�
電
話
機
の
機

種
が
分
か
る
も
の
）

○
対
象
機
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の

（
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
な
ど
）

○
請
求
書

○
納
税
等
状
況
調
査
同
意
書

そ
の
他

○
補
助
金
の
交
付
は
�
同
一
の
世
帯
に
対

し
て
１
回
限
り
で
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
交
通
対
策
課
　
☎
演
６
１
２
２

　
市
役
所
職
員
な
ど
を
か
た
る
不
審
電
話

が
市
内
で
も
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
受
け
�
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
機

器
設
置
補
助
金
（
高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
な

ど
の
被
害
防
止
を
目
的
に
製
造
さ
れ
た
電

話
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
）
を
延
長
し
ま
す
�

対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

○
新
見
市
に
住
民
票
が
あ
り
�
実
際
に
居

住
し
て
い
る
人

○
補
助
金
の
対
象
と
な
る
機
器
を
購
入
す

る
日
に
65
歳
以
上
の
人

対
象
機
器
　
対
象
者
の
住
宅
に
設
置
す
る

も
の
で
�
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
固

定
電
話
機

○
通
話
の
内
容
を
自
動
的
に
録
音
す
る
機

能
お
よ
び
着
信
の
相
手
に
対
し
�
録
音

を
行
う
旨
の
応
答
を
自
動
的
に
行
う
機

能
が
あ
る

○
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
電

話
の
着
信
を
自
動
的
に
切
断
す
る
機
能

が
あ
る

補
助
金
額
　
購
入
費
お
よ
び
設
置
費
用
の

２
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切

捨
て
）
で
５
千
円
を
上
限

申
請
期
間
　
購
入
後
１
カ
月
以
内
ま
た
は

当
該
年
度
末
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

新
見
市
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

防
犯
機
能
付
電
話
機
の
設
置
を
補
助
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第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
�

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
�
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
は
�
次
の
支
給

順
位
の
最
も
高
い
ご
遺
族
の
申
請
に
よ
り
�

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
�
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
人
は
�
令
和
４
年
度
中

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
�

支
給
の
対
象
者
（
支
給
順
位
）

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
が
あ
り
�
同

じ
氏
の
父
母
�
孫
�
祖
父
母
�
兄
弟
姉

妹
④
③
以
外
の
父
母
�
孫
�
祖
父
母
�
兄
弟

姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が

あ
�
た
人
）

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
記

名
国
債
）

請
求
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

【
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
福
祉
課
　
☎
演
６
１
２
６

・
各
支
局

 高齢者や障がい者の在宅生活を支援 
在宅で生活する高齢者や障がいをもつ人を支援するための制度があります。

詳しくはお問い合わせください。

 【問い合わせ先】福祉課　☎演6126

内容 対象者

介護手当 給付金額　月額１万円

介護保険の要介護認定で、要介護４、５または要
介護１から３で重度認知症と認定された65歳以上
の人を市内で在宅介護している人（入院・入所中
は申請できません）

介護用品の
給付

給付品目　紙おむつ、尿取りパット、使い捨て手
袋、清拭剤、ドライシャンプー、ポー
タブルトイレ用消臭剤、おしり拭き、
口腔ケア用品

給付限度額　月額6,250円

市民税非課税世帯で、介護保険の要介護認定で要
介護４、５の認定を受けている人を市内で在宅介
護している人

住宅改修費の
助成

　高齢者および重度身体障がい者（児）が暮らす
住宅の改修工事費の一部を助成します。
　介護保険住宅改修費給付事業との併用もできま
すので、必ず事前相談の上、申請してください。

助成対象　手すりの取り付け、床段差の解消、滑
り防止のための床材変更、開き戸から
引き戸への取り替え、和式から洋式便
器への取り替えなど

助成額　対象経費の３分の２以内
　　　　（上限33万３千円）

在宅で次のいずれかに該当する人　

○介護保険の要介護認定を受けた65歳以上の人で、
介護保険料の区分が第１段階から第５段階まで
の人

○身体障害者手帳の肢体不自由障害１、２級をお
持ちの人で、本人が市民税非課税の人

緊急通報機能の
利用登録

　緊急時に、あらかじめ登録した人に、告知放送
機器を使った音声通報や携帯電話へのメール送信
で急病などの緊急事態を知らせることができます。

費用負担　利用料は無料ですが、メールの受信費
用は自己負担となります。

在宅で次のいずれかに該当する人

○65歳以上の人がいる世帯

○身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの人がいる世帯

日常生活用具の
給付

給付用具①　歩行支援用具、入浴補助用具、腰掛
便座

65歳以上で要介護認定を申請し、自立と判定され
ながらも、生活支援を要する人

給付用具②　電磁調理器

※①、②ともに給付額は申請者の所得によって異
なります。購入の際は事前にご相談ください。

65歳以上で心身機能の低下のため、防火などの配
慮が必要な１人暮らしの人
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ご相談ください!
各種相談所を開設

　毎月さまざまな相談に応じるため、各種相談所を

開設しています。専門の相談員が悩みやトラブルな

どの相談に応じ、場合によっては必要な支援を行

います。相談は無料で、秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。相談日時や場所などは、

市報にいみ「今月の相談窓口」をご覧ください。

行政相談委員にご相談ください

　行政相談委員は、国などの仕事やサービスに関す

る苦情、要望などの相談に応じ、関係機関と連携し

て問題解決を図ります。市内では、５人の委員が総

務大臣から委嘱を受けて活動しています。

　相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気

軽にご相談ください。

さまざまな相談に応じる新見法律相談センター

　岡山弁護士会が運営する新見法律相談センターは、

弁護士がさまざまな相談に応じますので、お気軽に

ご相談ください。

相談料　40分以内　5,500円

※市内在住の人に、無料券（年度に１回、無くなり

次第終了）を交付します。無料券の交付を希望す

る人は、事前に総務課へご連絡ください。

日時　毎週月曜日（祝日・年末年始を除く）13時10
分〜16時20分で予約時に指定された時間

場所　市役所南庁舎

申込方法　岡山弁護士会（☎086︲234︲5888）へ予

約してください。予約受付時間は９時〜17時（土・

日曜日、祝日を除く）

【問い合わせ先】総務課　☎演6204

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
�
４
月
15
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
所
得
な
ど
入
居
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
�
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
�
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
�

　
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
が
な
か
�
た
場

合
は
�
随
時
募
集
と
し
ま
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
整
備
課
　
☎
演
６
１
１
８

団地名 間取り 募集
戸数 家賃 備考

唐松47団地
（唐松3273-2） 2DK 1 8,400～

11,300円

哲多土井団地
（哲多町本郷552-1） 3DK 1 10,700～

21,100円 ※注

特定公共賃貸住宅
大佐千谷団地
(大佐小阪部1237)

3DK 1 43,000円 単身者
不可

※注：単身での入居を希望する場合は条件があります。

　まなび広場にいみ内新見文化交流館は、４月から
株式会社吉備ケーブルテレビが指定管理者となり運
営します。
　これに伴い、予約方法などを変更します。
名称　新見市新見文化交流館
利用時間（従来通り）９時〜22時
休館日（従来通り）月曜日（祝日の場合は翌日）、
年末年始（12月29日〜１月３日）、館内整理期間
予約方法　電話または文化交流館の窓口
予約受付時間　９時〜19時
予約受付期間（従来通り）
○大ホール　１年前〜１カ月前
○小ホール　６カ月前〜５日前
○その他　　６カ月前〜前日　　
利用料金　従来通り
その他　まなびの森新見図書館で予約を行っていた
音楽練習室は、４月から文化交流館で予約を受け付
けます。

【問い合わせ先】
・吉備ケーブルテレビ　☎演6200
・生涯学習課　☎演6148

新見文化交流館の
運営が指定管理者に変わります
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奨学生の資格　次のすべてに該当する人
○高等学校卒業またはこれと同等以上の学力がある

と認められ、介護福祉士を養成する学校などに在
籍する学生

○卒業後、速やかに市内の介護保険事業所などに介
護福祉士として３年以上勤務する意思がある人

※学校などを卒業後、３年以内に市内の介護事業所
で介護福祉士として３年以上勤務する場合も対象
です。

○新見市奨学金条例で定める奨学金
を現に受けていない人

給付額　月額５万円
給付期間　介護福祉士養成学校など
が規定する正規の修業年限（４年を
上限）
募集定員　３人程度
受付期限　６月30日（木）

【問い合わせ先】介護保険課　☎演3148　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
休
日
窓
口
開
設

　
平
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
�
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
ま
す
�

　
ま
た
�
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
支

援
�
電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
や
更
新
手

続
き
も
行
い
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

日
時
　
４
月
10
日
㈰

　
　
　
８
時
30
分
�
17
時
15
分

場
所
　
市
民
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

必
要
な
も
の

○
個
人
番
号
カ
�
ド
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）

○
通
知
カ
�
ド

○
住
民
基
本
台
帳
カ
�
ド
（
お
持
ち
の
人

の
み
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
�
パ
ス

ポ
�
ト
�
在
留
カ
�
ド
な
ど
顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書
を
１
点
ま
た
は
�
健
康

保
険
証
�
年
金
手
帳
�
学
生
証
�
介
護

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
２
点
）

４
月
11
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
付
申
請
支
援

　
市
民
課
職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
補
助
端
末
﹁
マ
イ
ナ
・

ア
シ
ス
ト
﹂
を
活
用
し
�
顔
写
真
の
撮

影
か
ら
申
請
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
�
プ
で
サ

ポ
�
ト
し
ま
す
の
で
�
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
�

日
時
　
開
庁
日
の
８
時
30
分
�
17
時
15
分

※
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く

場
所
　
市
民
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
　
☎
演
６
１
２
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
支
援

奨学生の資格
〇看護師養成学校などに在学し、卒業後、速やかに

市内の医療機関などに４年以上勤務する意思のあ
る看護学生

※学校などを卒業後、市外の医療機関などに５年以
内勤務した後、市内の医療機関などに４年以上勤
務する場合も対象です。

○新見市奨学金条例で定める奨学金を現に受けてい
ない人

給付額　月額10万円
給付期間（上限）
○看護師　４年
○准看護師　２年
募集定員　４人程度
受付期限　５月31日（火）

【問い合わせ先】健康医療課　演6130

介護学生奨学支援金
奨学生募集

看護学生奨学支援金
奨学生募集
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土地・家屋
評価額の縦覧

課税台帳
の閲覧

概　要

自己の所有する土
地・家屋の価格を
他の土地・家屋の
価格と比較し、確
認できる制度

固定資産課税台帳に
登録された自己の資
産の内容を確認でき
る制度

期　間 ４月１日（金）～
５月２日（月）

４月１日（金）～
随時

時　間 ８時30分～17時15分（閉庁日を除く）

場　所 税務課または各支局

対象者

○納税義務者
　（所有者）
○納税管理人
○上記の代理人
　（委任状が必要）

左記のほか、
借地人・借家人

（借用物件に限る）

必　要
書　類

本人確認書類（マ
イナンバーカード、
運転免許証など）

本人確認書類（マイ
ナンバーカード、運
転免許証など）
借地人・借家人の場
合は賃貸契約書など

手数料 無料

納税義務者１人につ
き300円

（４月１日（金）～
５月２日（月）は無料）

コピー 不可 可（１枚20円）

※自己資産の課税内容は、４月中旬に納税通知書に同封する
「課税明細書」で確認できます。

※土地または家屋を所有していても、固定資産税が課税され
ていない人は、縦覧帳簿の縦覧はできません。

【問い合わせ先】税務課　☎演6117

あなたの資産の評価を
確認できます～縦覧・閲覧制度～

国
保
・
後
期
高
齢
者

「
人
間
ド
ッ
ク
」の

　
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト
！

対
象
者
　
40
歳
以
上
（
昭
和
58
年
３
月
31

日
生
ま
で
）
の
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

の
人
�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
�

※
対
象
者
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
�

ご
注
意
く
だ
さ
い
�

健
診
期
間
　
６
月
１
日
㈬
�

　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈫

申
込
方
法
　
市
報
に
い
み
４
月
号
と
一
緒

に
配
布
す
る
﹁
国
保
・
後
期
高
齢
者
人
間

ド
�
ク
の
ご
案
内
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

﹁
国
保
・
後
期
高
齢
者
人
間
ド
�
ク
の
ご

案
内
﹂
は
�
各
人
間
ド
�
ク
実
施
医
療
機

関
�
市
民
課
�
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
�

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
�
市
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
�
ド
で
き
ま
す
�

申
し
込
み
先
　
市
指
定
の
人
間
ド
�
ク
実

施
医
療
機
関
（
新
見
中
央
病
院
�
長
谷
川

紀
念
病
院
�
渡
辺
病
院
�
倉
敷
平
成
病
院
）

※
倉
敷
平
成
病
院
は
�
国
保
人
間
ド
�
ク

の
費
用
助
成
の
み
で
す
� 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
　
☎
演
６
１
２
３

　市内小学校などを巡回している移動図書館車「わ
かくさ号」が、一般の人を対象に本の貸出を行いま
すのでぜひご利用ください。
　なお、本を借りるには、図書館利用者カードが必
要です。カードをお持ちでない人は、その場でカー
ドをお作りしますので、住所、氏名が確認できるも
の（マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証、
学生証などいずれか）をお持ちください。
貸出期間　次の巡回日まで
貸出冊数　20冊

巡回
場所

巡回
時間 巡回日

豊永
公民館

9：20 ～
9：50

4月27日
（水）

6月29日
（水）

8月31日
（水）

井倉
公民館

10：30 ～
11：00

5月19日
（木）

6月16日
（木）

9月8日
（木）

菅生
公民館

9：30 ～
10：00

5月21日
（土）

7月16日
（土）

9月17日
（土）

上刑部
分館

10：30 ～
11：00

5月21日
（土）

7月16日
（土）

9月17日
（土）

西方
公民館

11：20 ～
11：50

5月25日
（水）

6月22日
（水）

9月21日
（水）

千屋
公民館

9：30 ～
10：00

6月2日
（木）

7月7日
（木）

9月29日
（木）

【問い合わせ先】中央図書館　☎演2826

移動図書館車で
本を借りてみませんか
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成
を

行
い
ま
す
�
対
象
の
人
は
�
今
年
度
中
に

市
に
接
種
券
を
申
請
の
上
�
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
�

対
象
者
　
次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

①
表
の
生
年
月
日
な
ど
に
該
当
す
る
人

※
接
種
時
点
で
誕
生
日
が
来
て
い
な
い
人

で
も
�
表
の
生
年
月
日
に
該
当
し
て
い

れ
ば
助
成
の
対
象
で
す
�

②
過
去
５
年
間
�
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人

③
過
去
に
�
市
の
助
成
を
受
け
て
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

助
成
額
　
接
種
料
８
４
０
０
円
の
う
ち
�

３
千
円
を
助
成
し
ま
す
�差
額（
５
４
０
０

円
）
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
�
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
�

助
成
の
受
け
方
　
市
に
接
種
券
の
交
付
申

請
を
行
�
た
後
�
医
療
機
関
に
接
種
券
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
�（
接
種
券
は
申
請

時
に
お
渡
し
し
ま
す
）

申
請
窓
口
　
健
康
医
療
課
�
各
支
局
・
市

民
セ
ン
タ
�
�
足
立
連
絡
所

※
市
役
所
総
合
窓
口
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
�
健
康
保
険
証

な
ど
）

接
種
に
必
要
な
も
の
　

○
接
種
券

○
健
康
保
険
証

○
自
己
負
担
金

※
接
種
に
は
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

で
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
医
療
課
　
☎
演
６
１
２
９

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
と
共
催
で
﹁
み
ん

な
Ｄ
Ｅ
ど
�
も
く
ん
！
﹂
の
公
開
収
録
を

実
施
し
ま
す
�

日
時
　
６
月
５
日
㈰

　
　
　
15
時
15
分
�
16
時
45
分

　
　
　（
開
場
14
時
45
分
）

場
所
　
ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ
�
ル

出
演
者
　
ど
�
も
く
ん
�う
さ
じ
い
�た
�

ち
�
ん
�
な
な
み
ち
�
ん
�
ジ
�
ン
グ
ル

ポ
ケ
�
ト
�
大
原
ゆ
い
子
�
大
橋
彩
香 

︻
ゲ
ス
ト
︼
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
（
歌
あ
そ
び
）

※
出
演
者
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
�

入
場
料
　
無
料

申
込
方
法
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
当
選
さ
れ
た
人
に
は
座
席
を
指
定
し
た

入
場
整
理
券
（
１
枚
で
４
人
入
場
可
）

を
�
５
月
19
日
㈭
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
�

ま
た
�
落
選
さ
れ
た
人
に
は
�
５
月
20

日
㈮
15
時
以
降
に
�
落
選
通
知
メ
�
ル

を
お
送
り
し
ま
す
�

申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
　

　
☎
０
８
６-

２
１
４-

４
７
１
４

　（
土
・
日
曜
日
�祝
日
除
く
10
時
�
17
時
）

・
秘
書
広
報
課
　
☎
演
６
１
９
０

観
覧
者
募
集

み
ん
な
Ｄ
Ｅ
ど
ー
も
く
ん
！
公
開
収
録

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
を
助
成

対象となる生年月日
昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
昭和27年４月２日～昭和28年４月１日
昭和22年４月２日～昭和23年４月１日
昭和17年４月２日～昭和18年４月１日
昭和12年４月２日～昭和13年４月１日
昭和７年４月２日～昭和８年４月１日
昭和２年４月２日～昭和３年４月１日
大正11年４月２日～大正12年４月１日

または昭和33年4月2日から昭和38年4月1日生まれの人
で、心臓、腎臓もしくは呼吸器機能またはヒト免疫不
全ウイルスによる免疫機能に障がいがある人

申し込みは
こちら　　
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情
報

プ
ラ
ザ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

平
松
館
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
改
築
整
備
を
進
め
て
い
た
平
松
館

（
大
佐
小
南
）
が
完
成
し
ま
し
た
�

　
新
し
く
な
�
た
平
松
館
は
�
ス
ポ
�

ツ
施
設
�
指
定
避
難
所
�
消
防
機
庫
の

３
つ
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
�

４
月
４
日
㈪
か
ら
利
用
で
き
ま
す
�

住
所
　
大
佐
小
南
４
８
０

　
　
　（
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
隣
接
）

予
約
方
法
　
㈱
ポ
リ
テ
�
ク
（
☎
殴
２

２
２
５
）
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
佐
支
局
　
☎
殴
２
１
１
１

下
水
道
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
井
戸
水
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

や
�
公
共
下
水
道
区
域
外
で
下
水
道
お

よ
び
浄
化
槽
を
利
用
す
る
世
帯
の
使
用

料
は
�
住
民
登
録
さ
れ
た
世
帯
人
数
な

ど
に
よ
り
算
定
し
ま
す
�

　
年
度
途
中
に
転
入
�
転
出
な
ど
で
世

帯
人
数
に
変
更
が
あ
�
た
場
合
は
�
届

け
出
が
必
要
で
す
�

　
施
設
入
所
な
ど
に
よ
り
�
実
際
に
居

住
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
減
員
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
�
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
下
水
道
課
（
神
郷
�
哲
多
支
局
管
内

含
む
）
　
☎
演
６
１
３
８

・
大
佐
支
局
　
☎
殴
２
１
１
２

・
哲
西
支
局
　
☎
押
２
１
１
２

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
所

有
し
�
本
人
ま
た
は
家
族
が
運
転
す
る

場
合
�
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
�

　
昨
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
た
人
は
�
市
役
所
か
ら
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
�
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
�
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
�

　
新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
�
減
免
の

対
象
に
該
当
す
る
か
確
認
し
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
減
免
は
１
人
に
つ
き
１
台
に

限
ら
れ
ま
す
�
ま
た
�
普
通
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
�
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
☎
演
６
１
１
７

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の
健
康
保
険
料

率
と
介
護
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　
協
会
け
ん
ぽ
は
�
中
小
企
業
な
ど
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が
加
入
す
る

健
康
保
険
で
す
�

　
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
�

健
康
保
険
料
率
　
10
・
18
％
↓
10
・
25
％

介
護
保
険
料
率
　
１
・
80
％
↓
１
・
64
％

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分
か
ら

変
更

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６

�

８
０
３

�

５
７
８
０

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
�
所
得
が
少
な

く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
�
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
﹁
学
生
納
付
特

例
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す
�

対
象
者
　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）�
短
期
大
学
�
高
等
学
校
�

高
等
専
門
学
校
�
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程
）
な
ど
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

※
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

の
学
生
も
対
象

申
請
場
所
　
市
民
課
�
各
支
局
・
市
民

セ
ン
タ
�
お
よ
び
年
金
事
務
所

※
令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承

認
さ
れ
�
本
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
さ
れ
る
人
は
�
日
本
年
金
機
構
か

ら
届
い
た
申
請
書
（
は
が
き
）
を
提

出
す
る
こ
と
で
申
請
が
で
き
ま
す
�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
学
生
証
の
写
し

ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本
�
年
金
手

帳
�
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
�
が
分
か
る
も
の
�
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

承
認
期
間
　
４
月
１
日
㈮
�
令
和
５
年

３
月
31
日
㈮

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
�
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
�
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
�﹁
追
納
制
度
﹂
を
利
用
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
高
梁
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
６
６
蔚
０
５
７
０

・
市
民
課
　
☎
演
６
１
２
３

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　﹁
春
の
み
ど
り
の
月
間
﹂
に
あ
わ
せ
�

５
月
31
日
㈫
ま
で
﹁
緑
の
募
金
﹂
を
林

業
振
興
課
�
各
支
局
窓
口
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
�﹁
緑
の
募
金
﹂
は
�
地
域

お
知
ら
せ
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の
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
�

緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
�

　
な
お
�
地
域
で
の
緑
化
活
動
を
計
画

さ
れ
て
い
る
場
合
は
必
要
な
苗
木
を
配

布
し
ま
す
の
で
�
林
業
振
興
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
林
業
振
興
課
　
☎
演
６
１
３
４

有
害
鳥
獣
追
払
い
用
花
火
配
布

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た

め
�
有
害
鳥
獣
追
払
い
用
花
火
を
配
布

し
ま
す
�
希
望
す
る
人
は
�
農
業
畜
産

振
興
課
�
各
支
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
�

対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

人○
市
内
で
農
業
を
営
む
人

○
煙
火
消
費
保
安
手
帳
を
所
持
す
る
人

配
布
本
数
　
年
間
６
本
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
業
畜
産
振
興
課
　
☎
演
６
１
３
３

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
を
！

　
市
内
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
�
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
行
動
が
特
に
盛
ん
に
な
る
早
朝

や
夕
方
は
で
き
る
だ
け
山
に
入
ら
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
�
山
に
入
る

と
き
は
�
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る

も
の
を
身
に
付
け
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

�
う
�

　
ま
た
�
生
ご
み
や
野
菜
く
ず
な
ど
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
�
生
ゴ
ミ
な
ど
を
屋
外

に
放
置
し
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
備
中
県
民
局
新
見
地
域
森
林
課

　
☎
演
９
１
６
９

・
農
業
畜
産
振
興
課
　
☎
演
６
１
３
３

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
主
に
は
�
毎
年
飼
い
犬
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務

が
あ
り
ま
す
�

　
予
防
注
射
は
�
４
月
か
ら
５
月
の
間
�

市
内
を
巡
回
し
て
行
�
て
い
る
ほ
か
�

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
�

　
飼
い
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
�

通
知
書
と
日
程
表
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
�
お
近
く
の
会
場
で
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
�
注
射
当
日
は

通
知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
�

　
ま
た
�
犬
の
登
録
が
で
き
て
い
な
い

人
は
�
会
場
で
登
録
後
�
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
�

　
巡
回
日
程
は
�
34
�
35
ペ
�
ジ
の
行

事
予
定
に
掲
載
し
て
い
ま
す
�

　
詳
し
く
は
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
�

対
象
　
生
後
91
日
以
上
の
犬

注
射
な
ど
の
費
用
　
３
２
０
０
円

新
規
登
録
手
数
料
　
３
千
円

注
意
事
項

○
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
�

て
後
始
末
し
て
く
だ
さ
い
�

○
犬
同
士
の
け
ん
か
�
逃
走
な
ど
の
事

故
に
つ
い
て
�
市
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
�

※
会
場
に
は
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
�

○
当
日
�
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は
�

注
射
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
　
☎
演
６
１
２
４

令
和
５
年
歌
会
始
の
詠
進
歌
募
集

【
お
題
】﹃
友と
も

﹄

　﹃
友
﹄の
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば
�﹃
友

人
﹄�﹃
学
友
﹄�﹃
友
好
﹄
な
ど
の
熟
語

に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
�

※
必
ず
宮
内
庁
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
内
に
あ

る
詠
進
要
領
を
ご
確
認
の
上
�
応
募

し
て
く
だ
さ
い
�

 

宮
内
庁
　
歌
会
始 

で
検
索

募
集
期
限
　
９
月
30
日
㈮（
消
印
有
効
）

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
１
０
０

�

８
１
１
１
　
宮
内
庁

※
封
筒
に
﹁
詠
進
歌
﹂
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
�

地域社会に貢献し、皆さんのお役に立ちます!

時間▶いずれも①１０時～（男・女性対象）②１４時～（女性対象）
場所▶温故館
入会希望の人はもちろん、どなたでもご参加ください。
会員になって、生きがい就業で活気ある毎日を!
６０歳以上なら入会OK!

公益社団法人 新見市シルバー人材センター
新見１２０１（温故館内）☎●２１３４７１

新規会員

募集中!

4/12（火） 5/10（火） 6/14（火） 7/12（火） 8/9（火） 9/13（火）

事業説明会（入会説明会）を毎月第2火曜日に開催しています！

募
　
集
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新見警察署からのお知らせ
クロスボウ（ボウガン）の所持を禁止、

許可制に

今月の相談窓口

【問い合わせ先】新見警察署　☎演0110

相談内容 相談日 会場 時間 予約 問い合わせ先

心配ごと相談
6 日（水） 地域福祉センター 9 :00～12:00 社協　本所　☎演7306

20日（水） 市役所南庁舎　 9 :00～12:00 社協　本所　☎演7306

人権・行政・登記・法律相談
6 日（水） きらめき広場・哲西 9 :00～12:00 哲西支局　　☎押2111

8 日（金） おおさ総合センター 9 :00～12:00 大佐支局　　☎殴2111

人権・行政・登記・家庭児童・
母子父子相談 20日（水） 市役所南庁舎　 9 :00～12:00 総務課　　　☎演6204

心の健康相談 8 日（金） 備北保健所新見支所 15:00～17:00 要 備北保健所新見支所
　　　　　　☎演5691

法律相談 20日（水） 地域福祉センター 10:00～15:00 要 社協　本所　☎演7306

消費生活相談 7 日（木） 市役所ふれあい会館 10:30～15:00 交通対策課　☎演6122

交通事故相談 8 日（金） 市役所ふれあい会館 10:00～15:00 交通対策課　☎演6122

年金相談※
14日（木）

新見商工会議所　 10:00～15:00 要 高梁年金事務所
　　　　☎0866蔚057028日（木）

※年金相談の予約申込は自動音声案内でご案内します。「１」を選択後、「２」を選択してください。 社協＝社会福祉協議会

　銃砲刀剣類所持等取締法の一部が改正され、令
和４年３月₁5日から施行されています。
　これにより、クロスボウの所持が原則禁止され、
所持する場合などは許可が必要になります。
　許可申請や廃棄などの手続きをせず、令和４年
９月₁5日以降も所持し続けた場合は不法所持にな
りますのでご注意ください。
　令和４年９月₁4日以前であっても、クロスボウ
の発射、持ち運び、保管などに規制がかかります。
　現在クロスボウを所持している人や自宅にクロ
スボウがある人は、新見警察署生活安全刑事課生
活安全係にご連絡ください。

おでかけ健康教室
令和４年度申し込み受付開始！

　希望する市内の団体・グループへ保健師・栄養士・
健康運動指導士などが出向き『おでかけ健康教室』
を行います。
対象　５人以上のグループ
※１団体につき年３回まで
日時　月〜金曜日の９時〜17時
２コースを新設！
○けんこうウオーキングコース
　クアオルトの手法を用いたウオーキングなど
○お酒・煙草コース
　飲酒や喫煙に係る身体への影響についてや酒酔い

体験など
※他のコースについては市ホームページまたは健康

医療課にお問い合わせください。
申込方法　健康医療課、各支局・市民センター、ふ
れあいセンターに設置してある申し込み用紙に必要
事項をご記入の上、健康医療課または支局へ提出し
てください。

【申し込み・問い合わせ先】
　健康医療課　☎演6129

｢誰でも｣ ｢どこでも｣
｢無料｣で開催
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　国内外で活躍する仲
なかみち

道郁
い く よ

代さんによるピアノ・リサ
イタルがまなび広場にいみ大ホールで行われ、多くの
人が来場しました。
　このリサイタルは、新見文化交流館自主企画事業と
して行われたもので、ベートーベンやショパンなどの
曲を披露し、美しいメロディーが会場を包み込みまし
た。前日には子どもを対象にしたミニコンサートも行
われ、子どもたちは生の演奏に触れました。

３/12、1３ 日本を代表するプロの
演奏に触れる

仲道郁代ピアノ・リサイタル

　新砥小学校でＰＴＡ親子ふれあい活動として版画カ
レンダー作りが行われました。この活動は、今回で43
回目となる伝統行事で、児童が事前に制作した版画カ
レンダーに止め板や飾りひもを施し、親子で協力して
壁掛けカレンダーに仕上げました。
　版画は児童の思い出に残った行事などをテーマとし
ており、１年生から６年生までのさまざまな作品が楽
しめるカレンダーとなりました。

３/12 伝統行事を今年も

新砥小学校　版画カレンダー作り

　地域共生推進センター棟講堂で行われ、卒業生や教
員、保護者など約180人が出席し、卒業生75人の門出
を祝いました。
　式では教員が卒業生一人ひとりの名前を読み上げ、
代表して健康科学部看護学科の河

こ う の

野仁
ひ と み

美さん、助産学
専攻科の本

ほ ん だ

田瑞
み ず き

季さん、看護学研究科の東
ひがしいりき

入来真
ま ゆ み

夕美
さんに公

く も ん

文裕
ひ ろ み

巳学長から卒業証書・学位記が手渡され
ました。

３/19 新たな門出を祝う

新見公立大学卒業証書・学位記授与式

　防災公園多目的広場で行われ、山佐フロンティア株
式会社ドローン事業部から講師を招き、市内の小学生
ら９人が参加しました。
　参加者は、講師から説明を受けた後、実際に操縦を
行いました。真剣な表情でコントローラーの操作を行
い、プロペラ音とともに機体が浮き上がると笑みがこ
ぼれる参加者もおり、それぞれに操縦を楽しみまし
た。

３/19 意外に簡単！ドローン操縦

ドローンを飛ばしてみよう！
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新
見
市
の
皆
さ
ん
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
�

﹁
日
本
一
の
民
話
の
語
り
部
﹂
と
呼
ば
れ

る
人
が
新
見
に
い
た
こ
と
を
�

　
彼
女
の
名
前
は
賀か

し
ま島

飛ひ

さ左
�
90
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
に
６
０
０
話
以
上
の
民
話
を

暗
記
し
�
子
ど
も
た
ち
に
語
�
て
い
た
�

通
称
﹁
飛
左
ば
あ
さ
ん
﹂
の
昔
話
�

　
私
も
こ
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
�
飛

佐
さ
ん
の
語
り
の
貴
重
な
音
源
を
聞
い
て

み
た
�

　
会
�
た
こ
と
も
な
い
お
ば
あ
ち
�
ん
が

流り
�
う
ち
�
う

暢
な
新
見
弁
で
語
る
そ
の
昔
ば
な
し

は
�
ど
こ
か
懐
か
し
く
�
何
気
な
い
話
を

聞
き
な
が
ら
眠
�
て
し
ま
�
た
子
ど
も
の

こ
ろ
を
思
い
出
す
�

　
彼
女
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
一
つ

一
つ
に
優
し
さ
が
溢
れ
�
自
分
の
祖
母
を

思
い
出
し
た
�

　
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
�

そ
の
飛
左
ば
あ
さ
ん
が
暮
ら
し
た
新
見
市

哲
西
町
で
活
躍
す
る
﹁
昔
ば
な
し
の
里
　

こ
�
ぷ
り
﹂�

　
平
成
28
年
の
秋
�
哲
西
図
書
館
が
主
催

し
た
立た

て
い
し石

憲の
り
と
し利

さ
ん
（
民
俗
学
者
）
の
語

り
部
講
座
を
受
講
し
�
絶
大
な
感
銘め

い

を
う

け
�
昔
話
の
良
さ
を
広
め
�
こ
の
地
域
に

残
る
口
承
文
芸
を
伝
え
て
い
こ
う
と
平
成

29
年
４
月
に
立
ち
上
が
�
た
�

　
現
在
�
会
長
の
三み

か
み上

昌ま
さ
こ子

さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
11
人
の
メ
ン
バ
�
で
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
昔
ば
な
し
を
語
る
取
組

を
さ
れ
て
い
る
�

　
メ
ン
バ
�
の
方
に
昔
話
の
魅
力
を
聞
い

た
�

　「
私
は
昔
ば

な
し
を
語
っ
て

い
る
と
き
、
心

が
ほ
っ
と
す
る

ん
で
す
よ
。
子

ど
も
の
こ
ろ
、

縁
側
に
座
っ
て

お
母
ち
ゃ
ん
お

父
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
こ
と
、
昔
は
夜
な
べ

仕
事
が
あ
っ
て
、
秋
に
な
る
と
藁わ
ら

を
な
っ

た
り
豆
を
よ
っ
た
り
す
る
家
族
の
憩
い

の
場
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
不
思
議
と
ど
ん
ど
ん
心
が
穏

や
か
に
な
る
ん
で
す
。
そ
し
て
聞
く
側
も

昔
話
を
通
し
て
何
気
な
い
幸
せ
の
時
間
を

思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
と
て
も
嬉
し
い

で
す
ね
。」（
佐
々
木
さ
ん
）　「

昔
話
の
中

に
は
先
人
の
知

恵
、
道
徳
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ

て
お
り
心
豊
か

に
生
き
る
ヒ
ン

ト
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
こ
ど
も
園
、
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
聞
い
て
も
ら
い
将
来
の
語
り

手
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に
少
し
で
も

幸
せ
の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
私
た
ち

語
り
部
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。」（
麻
月
さ
ん
）

　
そ
の
昔
�
昔
話
を
語
る
こ
と
が
出
来
る

人
は
特
別
な
人
�
信
仰
の
上
で
は
一
定
の

地
位
を
認
め
ら
れ
た
人
だ
�
た
�
物
語
は

語
り
手
か
ら
語
り
手
へ
�
少
し
ず
つ
変
化

し
な
が
ら
も
現
在
に
伝
わ
�
て
い
�
た
�

　
な
ぜ
途
中
で
無
く
な
る
こ
と
が
な
か
�

た
の
か
�
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
私
達
日

本
人
に
と
�
て
必
要
な
も
の
だ
�
た
か
ら

だ
�
先
人
の
知
恵
�
道
徳
の
教
え
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
�
語
り
手
か
ら
紡
が
れ
る
昔

ば
な
し
は
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
そ
の
も
の

だ
�
た
�

　
最
後
に
�
令
和
の
時
代
の
語
り
手
の
あ

た
た
か
い
愛
情
が
未
来
の
地
域
の
郷
土
愛

を
育
み
�
人
の
優
し
さ
で
溢
れ
る
平
和
な

世
の
中
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
�

　
こ
の
コ
�
ナ
�
は
�
新
見
市
報
道
委
員

が
取
材
�
編
集
を
行
う
コ
�
ナ
�
で
す
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
�

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

　
角
川
　
宣
行
（
委
員
長
）

　
難
波
　
美
帆
（
副
委
員
長
）

　
荒
木
　
志
野

　
梶
本
　
佳
照

　
髙
瀬
　
智
司

　
仲
田
　
奈
美

　
山
形
　
夕
実

　a
ya

m
i

　
岡
崎
　
裕
生
（
市
議
会
議
員
）

　
藤
井
　
和
昭
（
秘
書
広
報
課
長
）

民
話
か
ら
知
恵
と
道
徳
を
語
り
継
ぐ

  「
昔
ば
な
し
の
里　
こ
っ
ぷ
り
」

賀島飛左（1896〜1986）岡山県新見市
哲西町大野部（昭和61年90歳没）
旧哲西町無形文化財指定、県の文化財
保護協会賞受賞
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N
iim

i U
niversity

　
私
は
倉
敷
で
7
年
間
エ
ス
テ
テ
�
シ
�
ン
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
�

　
お
客
様
は
倉
敷
市
だ
け
で
は
な
く
�
高
梁
市
�
新
見
市
�
真

庭
市
か
ら
も
通
�
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
�

　
そ
の
中
で
﹁
近
く
に
サ
ロ
ン
が
あ
れ
ば
も
�
と
通
い
や
す
い

の
に
﹂
と
い
う
お
客
様
も
た
く
さ
ん
い
ら
�
し
�
い
ま
し
た
�

　
そ
う
い
�
た
声
を
聞
き
�
私
は
地
元
で
あ
る
新
見
市
で
今
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
サ
ロ
ン
の
開
業
を
決
め
ま
し
た
�

　
今
で
は
学
生
の
お
客
様
か
ら
80
代
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た

だ
い
て
い
ま
す
�

　
お
肌
�
身
体
の
お
話
だ
け
で
は
な
く
年
代
に
よ
�
て
�
恋
愛

の
話
�
は
や
�
て
い
る
こ
と
�
家
事
・
育
児
の
話
�
仕
事
の
話

な
ど
お
客
様
か
ら
教
わ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
�
毎
日
楽
し

く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
�

　
敷
居
が
高
い
サ
ロ
ン
で
は
な
く
�
年
齢
問
わ
ず
気
楽
に
�
少

し
遊
び
に
来
た
♪
と
い
う
感
覚
の
サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
�

　
今
年
で
オ
�
プ
ン
か
ら
3
年
が
経
ち
ま
す
�
4
年
目
�
5
年

目
と
今
後
も
お
客
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
い
た
だ
け
る
こ

と
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
�

　
マ
ス
ク
生
活
で
の
お
肌
の
お
悩
み
も
改
善
で
き
る
メ
ニ
�
�

も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
�

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
�

　私は、中学生のころから保健室の先生になることが夢でした。看護
学科に養護教諭養成課程が新設されたことを知り、新見公立大学に入
学しました。現在は、看護師と保健室の先生になるための勉強をして
います。
　入学してからの３年間、実習やボランティアなどで市内の公民館や
学校に行かせていただき、たくさんの子どもたちとの交流や学習のサ
ポートをする機会がありました。さまざまな発達段階の子どもたちと
の交流で、言葉の伝え方や接し方に戸惑い、悩んだこともありました。
しかし、子どもたちが笑顔で話してくれたり、真剣に勉強したりして
いる様子を目にして、子どもたちと接する難しさだけでなく、楽しさ
も感じることができました。
　４月に入り、学生生活は残り１年になりました。春からは市内外の
病院で実習、秋からは市内の小学校と中学校で実習させていただく予
定です。これからも、お世話になった新見市の地域の皆さんや子ども
たちへの恩返しの気持ちも込めて、残りの１年間もしっかり大学で学
んでいきたいと思っています。

新見公立大学での学び
新見公立大学　看護学科（養護教諭養成課程）　４年

有
あ り い

井　愛
ま な え

絵 さん（山口県周南市）

気楽に立ち寄れる
サロン
黒
く ろ だ

田　志
し ほ

穂 さん

 エステティシャン
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みんなの広場
\\ 晴れのち晴れ　新見は今日も青空いっぱい//

北

か

ら

南から 【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

　今年度も成人検診が始まります。
　令和２年春からのコロナ禍は長期化しており、
日常生活でもさまざまな活動が減り、食事や運動、
睡眠を含めた生活習慣が大きく乱れてしまった人
も多いのではないでしょうか。またこれまで定期
的に受けられていた検診を、感染を懸念して控え
られている人もいるのではないでしょうか。
　残念ながら、新型コロナウイルス感染症が話題・
関心の中心となってもその他の従来の疾患が自然
と減ってくれることはありません。
　健康診査（健診）は広く健康状態を調べ、病気
の危険因子を早く見つけることで生活習慣改善、
疾患予防につながります。
　また、がん検診など（検診）は特定の臓器を検
査することで重大な病気の早期発見、早期治療に
つながります。健診・検診は自覚症状がない人を
対象にしており、自分の健康状態について知るこ
とは長く健康を維持するために役立ちますので、
これまで受けられたことがない人もぜひ一度受け
ていただきたいです。
　年齢や性別によって対象となる健診・検診は異
なります。また地区ごとに行う集団検診と各医療
機関での個別検診、どちらも定期的に受けられる
ことが長期的な健康のためには非常に重要です。
　詳しくは市や健康保険組合などから送られるご
案内をご参照ください。

第
205
通

樋
ひ ぐ ち

口　尚
な お み

美 さん（旧姓：西岡）
大阪府堺市（出身　高尾）保育士

健診・検診を受けてみませんか？

婚
を
機
に
堺
市
に
引
�
越
し
て
10
回
目
の
春

を
迎
え
ま
し
た
�

　
10
年
の
間
で
保
育
士
と
い
う
自
分
の
仕
事
を
通
じ

て
の
新
し
い
出
会
い
に
加
え
�
生
ま
れ
た
２
人
の
子

ど
も
の
お
か
げ
で
マ
マ
友
�
知
り
合
い
も
増
え
ま
し

た
�
子
ど
も
を
抱
え
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
ど
う
し

て
も
両
親
を
頼
り
た
い
な
⋮
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
が
�
出
会
�
た
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
今
の
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
�

　
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

る
毎
日
で
す
が
そ
の
中
で
も
や
は
り
�
同
じ
新
見
出

身
�
同
じ
堺
市
内
に
住
む
同
級
生
の
存
在
は
と
て
も

大
き
い
で
す
�
お
互
い
結
婚
し
�
家
族
ぐ
る
み
の
付

き
合
い
で
す
が
�会
え
ば
自
然
と﹁
�
じ
�
ろ
﹂﹁
で
�

れ
�
な
﹂
と
岡
山
弁
で
の
会
話
�
神
戸
出
身
の
私
の

旦
那
は
�
横
で

そ
の
会
話
を
楽

し
ん
で
笑
�
て

い
ま
す
�
方
言
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
飛

び
交
う
会
話
や
�
一
緒
に
過

ご
す
空
気
感
で
新
見
を
感
じ
�

ホ
�
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
で

す
�
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き
ず
寂
し
さ

を
感
じ
て
い
た
お
盆
や
年
末
も
一
緒
に
過
ご
し
�
楽

し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

　
知
ら
な
か
�
た
街
が
少
し
ず
つ
自
分
の
第
二
の
故

郷
に
な
�
て
い
き
�
そ
の
中
で
�
生
ま
れ
育
�
た
新

見
を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
今
が
と
て
も
幸
せ
で

す
�

結

★

NI IM I
DOCTOR
NETWORK
新見市ドクターネットワーク

新見市ドクターネットワーク副会長
井
いのうえ

上智
ともひろ

博医師（渡辺病院／湯川診療所）
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★
の
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
�
関
連
行

事
で
す
�

ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館（
中
央
図
書
館
）

４
月
30
日
㈯
14
時
～

★「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
映
画
会
」

　
幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
�
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
�
か
ん
た
ん
工
作
な

ど
と
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
ざ
ん
ね
ん
な

い
き
も
の
事
典
﹂
を
上
映
し
ま
す
�
申
し

込
み
は
不
要
で
す
�

４
月
23
日
㈯
～
５
月
12
日
㈭

★「
と
し
ょ
か
ん
☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

　
図
書
館
に
隠
れ
て
い
る
ク
イ
ズ
を
探
し

て
答
え
よ
う
！
す
べ
て
の
ク
イ
ズ
に
正
解

す
る
と
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
�

対
象
　
小
学
生
以
下

４
月
30
日
㈯
、５
月
１
日
㈰

★「
マ
ガ
ジ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
図
書
館
で
保
管
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を

お
譲
り
し
ま
す
�
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
�
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
�

哲
西
図
書
館

４
月
９
日
㈯
～
５
月
15
日
㈰

★「
春
の
子
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　
貸
出
５
冊
で
１
つ
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま

す
�
ス
タ
ン
プ
６
個
で
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
�

４
月
23
日
㈯
～
５
月
12
日
㈭

★「
職
員
の
お
す
す
め
本
」

　
職
員
の
お
す
す
め
本
を
展
示
し
ま
す
�

『
さ
ば
の
缶
づ
め
、
宇
宙
へ
い
く
』（
宇
宙

開
発
）
中
央

小
坂
康
之
・
林
公
代
／
著

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
／
刊

　
サ
バ
の
缶
づ
め
を
宇
宙
食
に
！
そ
こ
に

は
14
年
に
わ
た
る
物
語
が
あ
�
た
�
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
開
発
�
学
校
統
廃
合
の

危
機
⋮
�
若
狭
高
校
の
生
徒
と
�
彼
ら
の

頑
張
り
に
引
�
張
ら
れ
た
大
人
た
ち
が
織

り
成
し
た
感
動
の
ド
ラ
マ
�

『
ボ
タ
ニ
カ
』（
小
説
）
中
央
・
哲
西

朝
井
ま
か
て
／
著

祥
伝
社
／
刊

　
た
だ
ひ
た
す
ら
植
物
を
愛
し
た
�
日
本

植
物
学
の
父
・
牧
野
富
太
郎
�
ば
く
大
な

借
金
や
学
界
と
の
軋あ

つ
れ
き轢
に
も
め
げ
ず
�
飽

く
な
き
探
究
心
で
研
究
に
没
頭
し
続
け
た
�

愛
す
べ
き
天
才
の
情
熱
と
波
乱
の
生
涯
を

描
く
�

『
マ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
』（
児
童
書
）
中
央
・
哲
西

草
野
た
き
／
著

ポ
プ
ラ
社
／
刊

　
家
族
の
事
情
の
た
め
�
５
歳
児
の
弟
の

面
倒
を
み
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
中
学

２
年
生
の
海
斗
�
あ
る
と
き
保
育
園
時
代

の
幼
馴
染
と
嫌
々
な
が
ら
同
窓
会
を
す
る

こ
と
に
⋮
�
イ
ク
メ
ン
中
学
生
の
笑
�
て

泣
け
る
成
長
小
説
！

『
や
ぁ
だ
！
』（
絵
本
）
中
央

マ
ル
リ
ョ
ケ
・
ヘ
ン
リ
ヒ
ス
／
さ
く

木
坂
涼
／
や
く

Ｂ
Ｌ
出
版
／
刊

　﹁
着
替
え
て
ね
﹂﹁
ご
は
ん
の
時
間
よ
﹂﹁
外

で
遊
ん
だ
ら
？
﹂﹁
お
風
呂
に
入
り
ま
し
�

う
﹂�
マ
マ
が
何
を
い
�
て
も
﹁
や
�
だ
！
﹂

と
答
え
る
子
ウ
サ
ギ
�
で
も
�
や
�
て
み

る
と
全
部
が
楽
し
く
て
⋮
�

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

今月の おすすめ 本棚 こ
ど
も
の
読
書
週
間

 
４
月
23
日
�
５
月
12
日

新
見
市
立
図
書
館

図書館INFORMATION
開館時間 休館日

中央☎演2826 9：00～19：00 月曜日
（祝日のときは翌日）

大佐☎殴2304 9：00～19：00
土日祝 17：00閉館

月曜日
（祝日のときは翌日）

神郷☎往6110 10：00～18：00
月曜日

（祝日のときは翌日）
月末の平日

哲多☎横2010 9：00～17：00 土・日曜日、祝日
哲西☎押2110 9：00～19：00
学術☎演0664 10：00～18：00 祝日

中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷＝神郷
生涯学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター図書コーナー、
哲西＝哲西図書館、学術＝学術交流センター図書館
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新見美術館

法曽陶芸館

新見市西方361番地（☎演7851）
開館時間▶9：30～17：00 （入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜休館（ただし5月2日は開館）

「猪
い

風
ふ う

来
ら い

美術館」
新見市法曽609番地（☎煙2444）
開館時間▶9：30～17：00 （入館は16：30まで）
休 館 日▶月曜日（祝日の場合は開館し翌日休館）

© 2022 SANRIO CO., LTD. 
APPROVAL NO. SP620535

「ギャラリートーク」＆
「縄文土器の発酵／

酵素シロップのお茶会」
（協力：井

いぐち

口和
いずみ

泉）

日時　４月３日㈰13時～
場所　企画展示室

●観覧料
　一　般 800（700）円　 大学生 500（400）円
　中高生 300（250）円　 小学生 200（150）円
※（　）内は各種割引料金
※市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日曜日、祝日に限り観覧無料
※限定グッズ付チケットは1,600円。数量限定、無くなり次第終了します。

●観覧料
　一般…400円（350円）　高校生…200円（150円）
　（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は入館無料

シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
記
念

ふ
わ
ふ
わ
シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
展

�

会
期
▼
４
月
13
日
㈬
～
７
月
10
日
㈰

兵
頭
百
華
縄
文
土
器
展

「
め
ざ
め
の
軌
跡
〜
土
に
ふ
れ
る
喜
び
〜
」

会
期
▼
6
月
26
日
㈰
ま
で

　
兵

ひ
�
う
ど
う頭

百も

も

か華
（
平
成
11
年
生
ま
れ
倉
敷
市

在
住
）
は
縄
文
野
焼
き
祭
り
に
や
�
て
来

て
�
そ
の
後
﹁
縄
文
ア
�
テ
�
ス
ト
に
な

り
た
い
﹂
と
言
�
て
縄
文
土
器
作
り
に
没

頭
し
た
�
持
ち
前
の
純
粋
な
心
が
�
縄
文

の
心
�
に
フ
�
�
ト
し
た
の
だ
ろ
う
�
日

本
列
島
の
大
自
然
と
と
も
に
生
き
た
女
性

た
ち
が
産
み
出
し
た
縄
文
土
器
作
り
は
そ

の
技
法
と
文
様
造
形
に
表
現
さ
れ
た
�
母

な
る
大
地
を
抱
き
万
物
の
豊
饒じ

�
う

を
願
う
�

祈
り
の
心
を
享
受
す
る
こ
と
で
も
あ
る
�

彼
女
は
こ
の
修
業
を
見
事
に
や
り
遂
げ
て

約
40
点
の
縄
文
土
器
を
完
成
さ
せ
た
�
縄

文
の
技
と
心
と
息
遣
い
を
学
び
取
�
た
彼

女
の
道
の
り
を
一
堂
に
会
し
て
展
覧
す
る

初
個
展
で
あ
る
�
現
代
に
生
き
る
己
の
感

性
で
土
と
炎
と
大
自
然
と
向
き
合
い
�
新

時
代
の
美
を
求
め
て
い
く
縄
文
ア
�
テ
�

ス
ト
と
し
て
�
さ
ら
に
自
己
を
飛
翔
さ
せ

て
ゆ
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
祝

意
を
送
り
た
い
�

　
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
�

企画展
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見
美
術
館
（
☎
演
７
８
５
１
）
ま
で
�
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かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
令和3年5月生まれのお子さんの写真を募集します。市役所、各支局の窓口またはメールで受け付けます。

掲載希望の人は秘書広報課（☎演6190）へお問い合わせください。（締切は4月8日㈮）
メールはこちらから

ハッピーバースデー

西
に し む ら

村　碧
あ お と

人 ちゃん
（新見／4.14生）

富
と み た

田　樹
いつき

 ちゃん
（上市／4.27生）

吉
よ し お か

岡　壱
い っ さ

咲 ちゃん
（神郷下神代／4.15生）

佐
さ た け

竹　凌
り ょ う が

芽 ちゃん
（哲西町畑木／4.28生）

桑
く わ ば ら

原　椿
つばき

 ちゃん
（高尾／4.2生）

久
ひ さ な が

永　詩
こ と は

遥 ちゃん
（上市／4.26生）

第34回春の縄文野焼き祭り
～いのち満ちる大地へ　平和の祈りを！～

日時　４月24日（日）
　　　９時〜16時
※雨天の場合25日（月）
場所　法曽陶芸館（猪
風来美術館）前広場

　世界最古級の土器文化『縄文』は１万５千年以
上前の日本列島に生まれ、造形美と豊かな精神性
を内包し花開きました。縄文文様には大地に生命
満ち溢れますようにという祈りが込められていま
す。当日は陶芸教室生やスタッフ・協力者たちが
皆さんの作った作品を一生懸命焼き上げます。縄
文文化・縄文アートに興味のある皆さんのご来場
をお待ちしています。

【問い合わせ先】法曽陶芸館　☎煙2444

■電話番号
　＃8000または086-801-0018
■相談日時
　◦平日₁₉時〜翌朝８時
　◦土・日曜日、祝日および₁2月2₉日

〜翌年１月３日₁₈時〜翌朝８時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね15歳以下

の子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130

小児
救急医療
電話相談

24時間いつでも、健康、医療、介護な
どの相談を医師・看護師・保健師な
どの専門スタッフに無料で電話相
談できますのでご利用ください。
■電話番号はインターネット上では

公開しておりません。
■相談日時　年中無休（24時間対応）
■対 象 者　市内に住所がある人

【問い合わせ先】市民課　☎演6130

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル
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４月10日（日）
新 太田病院 ☎演0214
庄 こぶしの里クリニック ☎08477隠5255
真 勝山病院 ☎0867瑛3161
真 まにわ整形外科（外） ☎0867泳7300
高 成羽病院 ☎0866泳3111

４月1₇日（日）
新 渡辺病院 ☎演2123
庄 三上クリニック ☎08477隠1151
真 金田病院 ☎0867液1191
真 中井医院（内） ☎0867瑛4848
高 池田医院 ☎0866鰻2244

４月24日（日）
新 新見市休日診療所（内） ☎演0334
新 長谷川紀念病院 ☎演3105
庄 瀬尾医院 ☎0867瑛3161
真 近藤病院 ☎0867瑛2671
真 さとう医院（外） ☎0866液9898
高 野村医院 ☎0866浦0003

４月2₉日（金）
新 渡辺病院 ☎演2123
庄 庄原市休日診療センター ☎0824演9900
真 中山病院 ☎0867泳0371
真 しんまち診療所（内） ☎0867瑛1220
高 仲田医院 ☎0866鰻0511

５月１日（日）
新 新見中央病院 ☎演2110
庄 東城病院 ☎08477隠2150
真 廣惠医院（外） ☎0866液5020
高 高梁中央病院 ☎0866鰻3636

５月３日（火）
新 長谷川紀念病院 ☎演3105
庄 庄原市休日診療センター ☎0824演9900
真 落合病院（内） ☎0867液1133
真 金田病院（外） ☎0867液1191
真 松坂医院（内） ☎0867泳3300
高 池田医院 ☎0866鰻2244

５月４日（水）
新 太田病院 ☎演0214
庄 こぶしの里クリニック ☎08477隠5255
真 勝山病院 ☎0867瑛3161
真 牧原医院（外） ☎0866液2469
高 まつうらクリニック ☎0866泳2315

５月５日（木）
新 渡辺病院 ☎演2123
庄 庄原市休日診療センター ☎0824演9900
真 金田病院 ☎0867液1191
真 はら内科クリニック（内） ☎0867盈7885
高 藤本診療所 ☎0866鰻3760

５月８日（日）
新 太田病院 ☎演0214
庄 三上クリニック ☎08477隠1151
真 近藤病院 ☎0867瑛2671
真 吉弘クリニック（内） ☎0866液2704
高 西医院 ☎0866鰻2820

ハッピーバースデー

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6129

●３～４か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

４月₁4日（木） 令和３年₁2月生

●９～10か月児健康診査
月日（曜日） 対象児

４月₁4日（木） 令和３年６月生

※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診の受付時間など、詳細は、対象児の保

護者あてに別途ご案内します。
※健康診査は、新見市で住民登録を行っている人のみ

受けることができます。

●献血
月日（曜日） 会場 時間

４月₁2日（火） 市役所南庁舎
９：20〜₁₁：20
₁2：30〜₁5：30

健診日程
健診
など

診療時間はいずれも９時から
17時までです。

【担当医療機関(当番医)】
新 ＝新見市　 真 ＝真庭市
高 ＝高梁市　 庄 ＝庄原市

休日
診療

○体の調子が思わしくないときは、症状が重くなる前
に早めの受診を心掛けましょう。

○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通常の
診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】健康医療課　☎演6130
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

19 火 狂犬病予防注射 10:00～12：00 哲多 環境課 ☎演6124

20 水

人権・行政・登記・家庭児童・母子父子相談 9 :00～12:00 市役所南庁舎 総務課 ☎演6204

心配ごと相談 9 :00～12：00 市役所南庁舎 社協本所 ☎演7306

法律相談（要予約） 10:00～15:00 地域福祉センター 社協本所 ☎演7306

狂犬病予防注射 10:00～12:10 菅生、熊谷 環境課 ☎演6124

21 木

22 金 狂犬病予防注射 10:00～12：20 長屋、井倉、法曽、草間 環境課 ☎演6124

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金
公共交通の日（毎月最終金曜日）積極的に
ご利用ください!

昭和の日

30 土 羅生門さくらまつり 10:00～18:30 羅生門さくら公園 商工観光課 ☎演6136

5月1 日 羅生門さくらまつり 10:00～15:00 羅生門さくら公園 商工観光課 ☎演6136

2 月

3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

6 金 人権・行政相談 9：00～12：00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎殴2111

7 土

4月行事予定
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月日（曜日） 行事名 時間 場所 問い合わせ先

4月1 金

2 土

3 日

4 月

5 火 狂犬病予防注射 10:00～12:10 金 谷、 新 見、 高 尾、
西方 環境課 ☎演6124

6 水

人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12:00 きらめき広場・哲西 哲西支局 ☎押2111

心配ごと相談 9 :00～12：00 地域福祉センター 社協本所 ☎演7306

狂犬病予防注射 10:00～15：20 草間、土橋、豊永、足見、
唐松、石蟹、正田 環境課 ☎演6124

7 木
狂犬病予防注射 10:00～11:35 大佐 環境課 ☎演6124

消費生活相談 10:30～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

8 金
人権・行政・登記・法律相談 9 :00～12：00 おおさ総合センター 大佐支局 ☎殴2111

交通事故相談 10:00～15:00 ふれあい会館 交通対策課 ☎演6122

9 土

10 日 住所変更届出臨時受付・マイナンバーカー
ド受け取り休日窓口 8 :30～17:15 市役所市民課 市民課 ☎演6121

11 月 狂犬病予防注射 10：00～12：00 哲多 環境課 ☎演6124

12 火
献血 9 :20

12:30
～
～

11:20
15：30 市役所南庁舎 健康医療課 ☎演6129

狂犬病予防注射 10:00～11:40 哲西 環境課 ☎演6124

13 水 狂犬病予防注射 10:00～12：00 哲西 環境課 ☎演6124

14 木

15 金 狂犬病予防注射 10:00～12:00 神郷 環境課 ☎演6124

16 土

17 日

18 月 狂犬病予防注射 10:00～12:10 千屋、坂本、上市、西方 環境課 ☎演6124

Apr

※社協＝新見市社会福祉協議会

4月の月間
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市
報

この広報紙は、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

この印刷の一部には、水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

この広報紙は、再生紙を
使用しています。

【問い合わせ先】移住・定住推進課　☎演61144

令
和

4年
4月

1日
発

行
発

行
　

新
見

市
報

道
委

員
会

編
集

　
新

見
市

総
務

部
秘

書
広

報
課

〒
718-8501 岡

山
県

新
見

市
新

見
310番

地
3

TEL（
0867）72－

6111（
代

表
）

E-m
ail　

niim
ishi@

city.niim
i.lg.jp

新見市ホームページ

過去の市報にいみ

新見市フェイスブック

市
の

生
き

も
の

　
千

屋
牛

市
の

花
　

ア
テ

ツ
マ

ン
サ

ク
市

の
木

　
ピ

オ
ー

ネ

「にーみん」
インスタグラム

【９：30〜】
・にいみロコモ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（月･水･金･日）
　８～11カ月児（火･木･土）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

【15：30〜】
・にいみロコモ体操
・親子ふれあい体操
　４～７カ月児（火･木･土）
　８～11カ月児（月･水･金･日）
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ

●放送時間（各30分枠）
【20：30〜】

・にいみロコモ体操
・にいみ～るを探検だー　ほか

●一部インターネットでもご覧になれます！

新見市の番組動画 検索
※番組内容などは都合により変更
　になることがあります。

【問い合わせ先】秘書広報課 ☎演6190

新見市の番組を『にいみｉチャンネル』で放送中

親子ふれあい体操

にいみ〜るを探検だー

4月

★人口（）は前月比
　総人口　27,698人（－58）
　　男　　13,241人（－33）
　　女　　14,457人（－25）

　出生９人　　転入39人
　死亡53人　　転出53人

世帯数　12,636人（－28）
令和４年２月28日現在

市税・保険料
■固定資産税・
　　　都市計画税 １期

納期限▶5月2日（月）

月号
205号

　地域おこし協力隊の舩
ふ な も と

本将
ま さ ひ ろ

寛隊員は、食で地
域を盛り上げるため、日々、地元で生産される
食材を使用したレシピを考案しています。
　猪肉や鹿肉といえば、なじみ深い人もいるか
もしれませんが、それらの食材を本格イタリア
ンとして食べたことはあるでしょうか。現在、
舩本隊員は新見周辺で狩猟されるイノシシやシ
カなどのジビエに着目し、新たなメニューの開

発に取り組んでいます。
　ジビエの取り扱いは、安定
供給や品質維持が難しい上、
調理にも手間がかかるなど、
さまざまな課題があるそうで
す。その課題を解決するため、
実際に猟師のもとを訪れ、イ
ノシシやシカの解体方法や調
理方法を学ぶなど、努力を惜

しみません。
　そして、先月から、舩本隊員考案のジビエ料
理が太池邸内の店舗「トラットリア　アルカ」
の新メニューとして追加されています。
　舩本隊員は、ジビエを使用したメニューを提
供することで、さらなる特産品のＰＲや観光客
の誘致につなげたいとしてお
り、また、ジビエを取り入れ
たイベントの開催も計画して
います。地元でとれる新鮮な
ジビエと一流イタリアンとの
コラボレーションにご注目く
ださい。

イタリアンでジビエを味わう

ジビエを調理する
舩本隊員 鹿肉のロースト新見産

赤ワインのソース

地域おこし協力隊

新見市マスコット
キャラクター
   「にーみん」
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